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議事日程  

 

第１ 同意第２号 川棚町教育長の任命について同意を求める件 

第２ 同意第３号 川棚町教育委員会委員の任命について同意を求める件 

第３ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する件 

第４ 議案第10号 令和元年度川棚町一般会計補正予算（第２回） 

第５ 議案第11号 令和元年度川棚町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１回） 

第６ 議案第12号 令和元年度川棚町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

回） 

第７ 議案第13号 令和元年度川棚町介護保険事業特別会計補正予算（第２

回） 

第８ 議案第14号 令和元年度川棚町観光施設事業特別会計補正予算（第１

回） 

第９ 議案第15号 令和元年度川棚町下水道事業会計補正予算（第１回） 

第10 議案第16号 川棚町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 

第11 議案第17号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

第12 議案第18号 川棚町職員の分限及び効果に関する条例の一部を改正する

条例 

第13 議案第19号 川棚町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

の一部を改正する条例 

第14 議案第20号 川棚町水道事業給水条例の一部を改正する条例 

第15 議案第21号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

第16 議案第22号 財産の取得（小型動力ポンプ付積載車購入の件） 

第17 陳情第４号 「消費税率１０％への引き上げ中止を求める意見書」を政

府に対し提出を求める陳情 

第18 議員派遣の件 
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（１０：００） 

議    長 ご起立をお願いいたします。おはようございます。よろしく

お願いします。 

  ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

議 長 日程第１、同意第２号「川棚町教育長の任命について同意を

求める件」を議題といたします。ここで、竹下教育長の退場を求めます。 

 

（教育長退場） 

 

議 長 本件についての説明を求めます。町長。 

町 長 皆様、おはようございます。同意第２号「川棚町教育長の任

命について同意を求める件」についての提案理由をご説明いたします。 

教育長の任命につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により、教育長は地方公共団体の長が議会の同意を得

て任命することとされております。現在の竹下教育長の任期が本年９月３０

日をもって満了を迎えることから、議案のとおり引き続き竹下修治氏を川棚

町教育長に任命したく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

１項の規定により議会の同意をお願いするものであります。 

竹下氏は議案に記載しておりますとおり、川棚町小串郷２３７９番地に

お住まいで、年齢は昭和３４年９月１４日生まれの５９歳でございます。昭

和５７年３月に福岡教育大学を卒業され、同年４月から長崎県教育委員会に

採用され、以来、教諭、教頭、長崎県佐世保教育事務所で指導主事を経て、

平成１９年４月からは天神小学校、平成２２年４月からは川棚小学、平成２

６年４月からは波佐見町東小学校の校長を歴任されております。 

平成２８年１０月１日からは川棚町教育長に就任し、本町の教育行政の

向上に取り組んでいただいてきたところであります。これまでの３年間にお

いて豊富な経験と卓越した識見を活かして着実に成果を収め、本町の教育に

多大なご貢献をいただいており、住民の信頼も厚く、これからもその職務を

十分に果たしていただけるものと確信をしているところであり、ご提案申し
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上げるものであります。なお、教育長の新たな任期は令和元年１０月１日か

ら令和４年９月３０日までの３年間であります。 

以上ご提案いたしますので、ご審議のうえ、ご同意くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。 

８ 番 田 口 ただいま竹下教育長の大学の卒業の年月が昭和５１年３月っ

て聞こえたのですけども、合わないんじゃないかなと思っているんですけ

ど、昭和３４年生まれなのでですね、大学卒業は昭和５６年、５７年ぐらい

と思っているんですけど、５１年ではなかったんですかね。 

議 長 町長。 

町 長 はい。５７年３月です。 

議 長 よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、同意第２号「川棚町教育長の任命について同意を求める件」

の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛成者起立） 
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議 長 全員起立です。したがって、同意第２号「川棚町教育長の任

命について同意を求める件」は、同意することに決定をいたしました。 

（１０：０５） 

議 長 ここで、竹下教育長の入場を許します。 

 

（教育長入場） 

 

議 長 次に日程第２、同意第３号「川棚町教育委員会委員の任命に

ついて同意を求める件」を議題といたします。本件について説明を求めま

す。町長。 

町 長 同意第３号「教育委員会委員の任命について同意を求める

件」について、提案理由をご説明いたします。 

  教育委員会の組織につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第３条に、教育委員会は教育長及び教育委員４人をもって組織すると規

定されております。この度、現教育委員の宮崎秀博氏の任期が本年１１月４

日をもって満了となることから、後任の委員を任命する必要があります。そ

こで後任として中原泰彦氏を任命したく、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第２項の規定により、議会の同意をお願いするものでありま

す。 

中原氏は議案に記載しておりますとおり、川棚町猪乗川内郷２５８番地

１にお住まいで、年齢は昭和４４年８月３０日生まれの５０歳であります。

同氏は平成６年３月に長崎大学大学院をご卒業になり、同年４月から現在に

至るまで民間企業において勤務されております。平成１９年度からスポーツ

推進委員として本町のスポーツの振興にご尽力いただいているほか、平成２

８年度から平成２９年度まで石木小学校のＰＴＡ会長を務めるなど、ＰＴＡ

活動にも熱心に取り組んでこられ、保護者や地域住民の信頼も厚く、教育委

員会委員として適任であると認めますので、ご提案申し上げる次第でありま

す。なお、教育委員の新たな任期は令和元年１１月５日から令和５年１１月

４日までの４年間であります。 

ご審議のうえ、ご同意くださいますようよろしくお願いを申し上げま

す。 
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議 長 これから、質疑を行います。ありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、同意第３号「川棚町教育委員会委員の任命について同意を求め

る件」の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

  本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛成者起立） 

 

議 長 全員起立です。したがって、同意第３号「川棚町教育委員会

委員の任命について同意を求める件」は、同意することに決定をいたしまし

た。 

（１０：０９） 

議 長 次に日程第３、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦に関

する件」を議題といたします。本件について説明を求めます。町長。 

町 長 諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦に関する件」の提案

理由をご説明いたします。 

人権擁護委員は法務大臣が委嘱することになっておりますが、人権擁護

委員法第６条第３項により、市町村長は議会の意見を聞いて候補者を推薦し

なければならないと定めております。 
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現在、本町には４人の方が人権擁護委員の委嘱を受けておられますが、

そのうち石橋房江氏におきましては、平成２５年１０月に人権擁護委員の委

嘱を受けられ現在２期目であり、令和元年１２月３１日をもって任期満了と

なられますので、同氏の再任について議会の意見を求めるものであります。 

石橋氏は下組郷５１番地にお住まいで、昭和２２年７月１７日生まれの

７２歳であります。同氏は昭和４３年に長崎県立短期大学家庭科を卒業後、

同大学の学生寮、当時の上五島町立青方小学校、新魚目町立魚目小学校、長

崎県離島医療圏奈良尾病院に栄養士として勤務され、結婚を機に育児に専念

され、育児が終わってからは佐世保市保健所、川棚町の健康推進課において

栄養士として行政に大きく関わっていただくなど、人格、識見が高く、社会

の実情にも広く通じておられ、人権擁護委員として適任と認められますの

で、候補者として推薦するものであります。なお、委員の任期は令和２年１

月１日から３年間となっております。 

以上で説明を終わりますが、候補者として推薦することにつきまして、

ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦に関する件」の採決を

行います。この採決は起立によって行います。 



- 9 - 

  本件は、これを適任者と認めるとの意見とすることに賛成の方は起立願い

ます。 

 

（賛成者起立） 

 

議 長 はい。全員起立です。したがって、諮問第１号「人権擁護委

員候補者の推薦に関する件」は、適任者と認めると答申することに決定をい

たしました。 

（１０：１４） 

議 長 次に日程第４、議案第１０号「令和元年度川棚町一般会計補

正予算（第２回）」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町

長。 

町 長 議案第１０号「令和元年度川棚町一般会計補正予算（第２

回）」について提案理由をご説明いたします。 

今回の補正といたしましては、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

５億５，５２１万６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を７１億６，

８１７万８，０００円にしようとするものであります。併せて債務負担行為

の補正及び地方債の補正を行うものであります。 

今回の補正は、歳入においては固定資産税の課税実績による増額、地方特

例交付金及び地方交付税の決定による増額、自動車税環境性能割交付金の追

加、補助事業に係る国県支出金の増額、普通財産売却による財産収入の増

額、平成３０年度決算確定に伴う前年度繰越金の増額が主なものでありま

す。また、歳出においては、幼児教育・保育の無償化に係る認可外保育施設

及び預かり保育等の利用給付費の追加、プレミアム付商品券事業費の増額、

大崎公園及び片島公園の整備事業費の追加、町営住宅新町団地の屋根外壁改

修工事に係る補助金の追加交付に伴う事業費の増額、７月の台風５号による

農地農業用施設災害に係る災害復旧費の増額、川棚港埋立地の都市再開発用

地購入費の追加が主なものであり、その他当初予算編成後の事情変更等に対

応するため、必要な事業費について計上したものであります。 

補正予算の詳細につきましては、企画財政課長から説明いたしますので、

ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 
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議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 それでは、事項別明細書の歳出からご説明いたしますので、

３３ページ、３４ページをお開きください。 

２款総務費でございます。１項１目一般管理費、説明欄の一般管理費につ

きましては、長崎県町村会への職員派遣を９月まで職員を派遣しているとこ

ろでありますが、その後も引き続き職員を派遣することとしまして、新たに

アパートの借上料が必要となりましたので１４節に計上するもので、次の庁

舎管理費につきましては、新庁舎建設に係る仮庁舎移転に伴い庁舎別館に管

理人が不在となることからセンサー等による機械警備の経費を１３節に計上

するものであります。 

次の５目財産管理費の総額につきましては、１２節で役務費に不足額が生

じましたので増額補正し、１３節委託料に川棚港埋立地の都市再開発用地売

却に係る分筆登記経費を計上するものであります。 

次の８目電算管理費につきましては、財政内訳の補正でありますが、当初

予算においてマイナンバー制度に係るシステム改修費の財源を一般財源で計

上しておりましたが、この度全額を国費で賄われることになりましたので、

財源の組み替えを行ったものでございます。 

次の１２目財政調整基金費及び１３目地域振興基金費につきましては、説

明欄の各基金について利子の増額が見込まれましたので、それぞれ積立金を

増額するものであります。 

次の２項２目賦課徴収費につきましては、個人町民税の更正申告及び法人

町民税の確定申告などにより、過誤納還付金が想定よりも多額となってお

り、今後の支出を見込みまして増額補正するものであります。 

次の一番下の４項３目川棚町議会議員一般選挙につきましては、実績によ

りまして各節を減額するものであります。次のページをお願いいたします。 

５項２目統計調査費であります。説明欄の経済センサス調査費及び全国家

計構造調査費につきましては各節の予算の組み替えを行うもので、補正額の

増減はありません。次のページをお願いいたします。 

３款民生費であります。１項１目社会福祉総務費につきましては、２３節

で地域生活支援事業等の平成３０年度国県支出金の精算に伴い精算返納金を

増額するもので、次の２８節では介護保険事業特別会計の補正に伴い繰出金
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を増額するものであります。 

次の２項１目児童福祉総務費につきましては、１０月からの幼児教育・保

育の無償化に係る事務量が増大することから、３節において時間外勤務手当

を増額するもので、これにつきましては全額国費で賄われます。また、２３

節においては子ども・子育て支援交付金等の精算に伴う返納金を増額補正す

るものでございます。 

続きまして次の２目児童措置費につきましては、こちらも幼児教育及び保

育の無償化に伴い、認可外保育所及び預かり保育などの利用料相当分を給付

するため追加補正するもので、２分の１を国庫支出金で、残りの２分の１相

当額を地方特例交付金で賄われます。次のページをお願いいたします。 

４款衛生費であります。１項１目保健衛生総務費につきましては、産休代

替職員の賃金を増額するもので、次の２目予防費につきましては、１１節に

おいて印刷費が不足しましたので増額補正するものでございます。次のペー

ジをお願いいたします。 

５款労働費であります。１項１目勤労青少年ホーム管理費につきまして

は、調理室の空調が故障しましたので、１１節において修繕費の不足分を増

額補正するものでございます。次のページをお願いいたします。 

６款農林水産業費であります。１項２目農業総務費の減額補正につきまし

ては２項１目、その下になります林業費でございますが、２項１目林業総務

費と時間外勤務手当の組み替えを行うものであります。 

その次の農業振興費、説明欄の、次の３目ですね。農業振興費、説明欄の

農業経営対策事業推進費につきましては、農業次世代人材投資事業において

交付対象者の交付停止などによりまして就農給付金を減額するものでござい

ます。 

次の長崎県農業振興事業費では、新構造改善加速化支援事業によります小

串トマトハウス整備に係る事業費が確定し、不用額が生じましたので減額補

正するものであります。 

その次の環境保全型農業直接支払交付金事業費につきましては、中山郷の

平野農業組合法人が本事業に取り組むことになりましたので増額補正を行う

ものでございます。 

次の２項１目でございます。林業総務費及び５目森林環境譲与税事業費で



- 12 - 

ございます。森林環境譲与税に関する事業につきましては、当初事業を行わ

ず、基金の積み立てのみを行うことにしておりましたが、東彼３町及び東彼

杵郡森林組合とで今後の取り組みについて協議を行った結果、本年度は新た

に森林経営管理制度を進めるため、町内の森林調査などを実施することとな

りました。そこで、調査にあたり、職員の時間外勤務手当が必要となること

から、先ほど説明しました１項２目農業総務費と１０万円の予算の組み替え

を行い、次の５目農林環境譲与税事業費では調査に必要な事業費を８節から

１２節に計上しましたので、増額した事業費分２４万８，０００円を２５節

積立金から減額するものであります。次のページをお願いいたします。 

７款商工費であります。１項２目商工業振興費につきましては、プレミア

ム商品券に係る経費を増額するもので、こちらは全額国庫補助となります。 

その次の観光費、説明欄の観光費は２８節で観光施設事業特別会計の補正

に伴う同会計への繰出金の増額でございます。 

次の長崎県２１世紀町づくり推進総合補助金事業費につきましては、令和

元年度から３カ年で片島公園に交流施設の設置や大崎公園ドッグラン前のト

イレの改修など、本町の観光施設を整備する事業計画が県補助に採択される

見込みとなりましたので、本年度は交流施設の実施設計費、トイレの改修

費、戦争遺構ボランティアガイドの支援などに要する経費を各節に計上する

ものであります。この件につきましては後ほど詳細にまたご説明の方を担当

課長の方からすることになります。次のページをお開きください。 

８款土木費であります。２項２目道路維持費につきましては、地元からの

道路に係る樹木等の伐採の要望が多く、伐採委託料が不足しましたので１３

節を増額補正するものであります。 

次の５項１目都市計画総務費は、旅費及び事業費が不足しましたので増額

し、その次の３目公共下水道費は、公共下水道事業会計の補正に伴い、同会

計への出資金を増額するものであります。 

次の６項１目住宅管理費の増額補正につきましては、町営住宅新町団地

の屋根・壁改修工事に係る国庫補助金の配分が増額となったため事業内容を

見直し、１５節で工事費を増額するものであります。次のページをお願いい

たします。 

消防費であります。１項２目非常備消防費は、こちらは財源の組み替え
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であります。 

次の３目消防施設費につきましては、当初予算に計上しておりました消

火栓移設工事につきまして、１９節から２８節に予算を組み替えるととも

に、新たに町道上組西部線歩道設置工事に伴い、消火栓移設工事５７万２，

０００円が必要となりましたので、併せて２８節に計上するものでありま

す。次のページをお願いいたします。 

１０款教育費であります。５項１目社会教育総務費につきましては、町

自主文化事業費の予算の組み替えを行うものでございまして、補正額の増減

はございません。 

次の７項１目の管理費につきましては、１５節で学校給食センターの雨

漏り対策として屋根塗装工事を当初予算に計上しておりましたが、発注前に

再度工事内容を確認した結果、現行の工事の内容では十分な防水対策となら

ないことが判明いたしましたので、事業を取り下げることとし、一方、調理

場のスポットクーラーが老朽化で故障し、急遽夏休み中の取替工事が必要と

なりましたので、その工事を現行予算で対応をしたため、相殺して１１４万

４，０００円を減額するものであります。次のページをお願いいたします。 

１１款災害復旧費であります。１項１目農地農業施設災害復旧費につきま

しては、７月の台風５号に伴う農地１件、農業施設１件の災害復旧に要する

経費を各節に計上したものでございます。 

次の２項２目漁港施設災害復旧費につきましては、三越防波堤災害復旧工

事において設計変更が生じましたので、工事請負費を増額するものでござい

ます。次のページをお願いいたします。 

１３節諸支出金であります。１項１目土地取得費につきましては、川棚港

湾埋立地の都市再開発利用地２．１ヘクタールを長崎県から購入するため今

回予算を計上するものであります。次のページをお願いいたします。 

１４款予備費であります。１項１目予備費につきましては、歳入歳出の

見合いにより１億３，５２６万２，０００円を増額補正するものでありま

す。以上が歳出についてであります。次のページにつきましては、給与明細

書を付けておりますが、こちらの説明は省略させていただきます。続きまし

て歳入を説明いたしますので、９、１０ページをお願いいたします。 

１款町税であります。２項１目固定資産税につきましては、固定資産税
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の課税実績による増額でございます。 

次の３項２目軽自動車税環境性能割につきましては、令和元年度税制改

正によりまして、１０月１日から軽自動車税環境性能割が導入されることか

ら追加するものでございまして、今回が初年度で軽自動車の登録台数が予測

できないことから名目で１，０００円を計上するものでございます。次の

ページをお願いいたします。 

８款自動車税環境性能割交付金であります。１項１目自動車税環境性能

割交付金につきましては、こちらも１０月１日から自動車取得税が廃止さ

れ、自動車税環境性能割が導入されることから追加するものでございまし

て、こちらも登録台数が予測できないことから名目で１，０００円を計上し

ているところでございます。次のページをお願いいたします。 

９款地方特例交付金であります。こちらにつきましては、先ほどの８款

自動車税環境性能割交付金の追加に伴いまして、この地方特例交付金は８款

から９款にずれてきております。以降、１款ずつずれが生じてきますので何

とぞご了承の方よろしくお願いいたします。１項１目地方特例交付金につき

ましては、額の確定に伴い増額をするものでございます。 

次の２項１目子ども・子育て臨時交付金につきましては、歳出の民生費

で説明しました認可外保育所及び預かり保育などの利用料相当分を給付する

交付金で、補助率は２分の１となります。次のページをお願いいたします。 

１０款地方交付税であります。１項１目地方交付税につきましては、こ

れは額の確定に伴う増額でございます。次のページをお願いいたします。 

１２款分担金及び負担金であります。１項３目農林水産業費負担金につ

きましては、農地農業施設の災害復旧に伴う地元負担金でございます。次の

ページをお願いいたします。 

１４款国庫支出金であります。１項１目民生費国庫負担金につきまして

は、こちらも幼児教育及び保育の無償化に伴い認可外保育所及び預かり保育

などの利用料相当分の給付に係る交付金で、補助率は２分の１であります。 

次の２項１目民生費国庫補助金につきましては、こちらの方も民生費で

説明しました幼児教育及び保育の無償化に係る事務量が増大することから、

児童福祉総務費において時間外勤務手当の増額に対応するものでございまし

て、その時間外手当を１０分の１０補助するものでございます。 
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次の３目土木費国庫補助金につきましては、こちらは町営住宅新町団地

の改修工事の増額に対応する社交付金の増額でございます。 

次の５目総務費国庫補助金につきましては、こちらはマイナンバーに関

するシステム改修にかかる国庫補助金の追加であります。 

６目商工費国庫補助金につきましては、こちらがプレミアム商品券事業

の増額に対応する国庫補助金の増額でございます。次のページをお願いいた

します。 

１５款県支出金であります。２項５目農林水産業費県補助金、説明欄の

農業経営対策推進事業費補助金につきましては、先ほども説明しました交付

対象者の交付停止などによりまして、就農給付金の減に伴う補助金の減でご

ざいます。 

次の未来を創る園芸産地・新構造改善加速化支援事業費交付金につきま

しては、こちらも先ほど説明しました小串トマトハウス整備に係る事業費の

確定に伴う補助金の減額であります。 

次の環境保全型農業直接支払交付金につきましては、これは平野農業組

合法人が本事業に取り組むことから補助金の増額になったものでございま

す。 

そして次の１０目商工費補助金につきましては、これは新規で大崎公園

及び片島公園の整備に対する県の補助金でございます。 

一番下の１１目農水施設災害復旧費補助金につきましては、台風５号に

よる農地、農業施設の災害復旧、そして三越防波堤災害復旧工事の増額に対

する県の補助金であります。次のページをお願いいたします。 

１６款財産収入でございます。１項２目利子及び配当金につきましては、

説明欄の各基金の利子が増額見込みとなりましたので、それぞれ増額補正を

するものであります。 

２項１目不動産売払収入につきましては、川棚港湾埋立地の都市再開発用

地約２．１ヘクタールの売却収入を見込み計上するものでございます。次の

ページをお願いいたします。 

１８款繰入金であります。１項２目介護保険事業特別会計繰入金につき

ましては、介護保険事業特別会計の平成３０年度地域支援事業費などの精算

に伴う一般会計からの繰出金の一部繰り戻しであります。 
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次の４目後期高齢者医療特別会計繰入金につきましても、こちらにつき

ましても平成３０年度繰出金の精算に伴う一部繰り戻しであります。次の

ページをお願いいたします。 

１９款繰越金であります。１項１目繰越金につきましては、平成３０年

度の決算確定に伴い生じた純繰越金の増額によるものであります。次のペー

ジをお願いいたします。 

２０款諸収入であります。４項４目過年度収入につきましては、障害者

自立支援給付費などの障がい者福祉に係る国庫負担金の精算交付金でありま

す。 

次の５目雑入につきましては、こちらが消防団員安全装備品整備等助成

金の交付決定がありましたので追加するものでございまして、こちらでは消

防団幹部団員の防寒着を購入することに充てることにしているところでござ

います。次のページをお願いいたします。 

２１款町債であります。１項４目土木債につきましては、町営住宅新町

団地の改修工事の増額に対応するもので、８２０万円の増額であります。 

次の７目災害復旧費につきましては、台風５号による農地農業施設の災

害復旧に対する起債を２４０万円追加し、三越防波堤災害復旧工事の増額に

対応する起債を２８０万円追加するものであります。 

一番下の８目臨時財政対策債につきましては、額の確定に伴う減額であ

ります。以上で歳入の説明を終わります。続きまして５ページをお願いいた

します。 

５ページは第３表 地方債補正であります。この地方債補正の表につきま

しては、先ほど歳入で説明いたしました２０款町債に対応するものでありま

して、上の変更としてある表の補正前の限度額と、補正後の限度額との差

額、そして下の追加って書いてある表の限度額の欄の金額が３１ページの町

債の補正額と一致するものでありまして、限度額の合計を９億６，１０１万

円にするものであります。続きまして、債務負担行為補正を説明しますので

前のページ、４ページをお願いいたします。 

第２表 債務負担行為補正であります。こちらは日本政策金融公庫が長崎

県林業公社に貸し付けた資金につきまして、もし日本政策金融公庫が損失を

受けた場合は、長崎県が日本政策金融公庫に対して損失補償を行い、そして
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その長崎県がその補償を行ったときには関係市町は長崎県に対し、事業割合

に応じてその損失の一部を補償するということになっております。このこと

につきましては、川棚町林業開発促進資金融資損失補償条例を制定し、定め

ているところでございます。この度、日本政策金融公庫から長崎県林業公社

へ利用間伐推進資金１億２，４５０万円の貸付があったことから、６月２１

日付で長崎県農林部長から損失補償契約の締結について依頼があっておりま

す。本町はこの依頼に対しまして、先ほど申し上げた条例に基づき、長崎県

と損失補償契約を行う必要がありますので、今回債務負担行為補正として追

加するものであります。表の中の事項につきましては、ただいま要約し説明

したので、読み上げは省略させていただきます。期間につきましては令和元

年度から令和１２年度まで、限度額につきましては長崎県林業公社が借り入

れた１憶２，４５０万円の２万分の４９であります。この補償割合の率は、

この借り入れに関係する町の事業割合によって算出されたものでございま

す。 

以上が「令和元年度川棚町一般会計補正予算（第２回）」の内容でござい

ます。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。おはようございます。昨日の定例会の一般質問の折、

町長から明日補正予算において詳しい説明をするということでありましたの

で、ここで川棚町観光地づくりの件についてご説明をいたします。お手元の

方にですね、本日資料を配布しております。この資料になります。ございま

すか。 

それでは、川棚町観光地づくり実施計画書についてご説明をいたします。

タイトルを「この町とまれ！かわたな観光消費５０億プロジェクト」といた

しまして、滞在型周遊観光を推進することとしております。事業実施期間は

令和元年から３年度の３カ年となっております。計画では現状の延べ観光客

数４６万７，８５４人を令和３年の目標といたしまして５０万人に、延べ宿

泊者数２万４，９１０人を３万人に、観光クルーズ船周遊者を９６０人を

８，０００人に、訪日外国人向け旅行プラン２プランを３プランに、戦時遺

構ガイド受入４９６人を９００人などの目標を定めて、大きく４つのテーマ

を掲げております。 
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まず１つ目に、そこに書いておりますけども、戦時遺構群などの地域資源

を活用した観光づくり。２つ目に、訪日外国人の誘客と消費拡大。３つ目

に、観光情報の発信。４つ目に、まちなかへの周遊促進を基本的な考えとい

たしまして、主として片島公園の戦時遺構群と大崎自然公園を整備をするこ

とといたしております。 

整備につきましては、長崎県２１世紀まちづくり推進総合補助金を活用す

ることとしております。補助率といたしましては県が４０％、あと残りの町

が６０％となっております。それでは整備の内容について説明いたします。

２ページをお開きください。 

片島公園を活用した３カ年事業としまして、令和元年度には交流拠点整備

の検討と位置付け、トイレや資料館機能を備えた片島公園観光交流施設、こ

れは仮称ですけども、それの建設、建築実施設計作成業務委託を計画してお

ります。それと、戦時遺構ボランティアガイド支援といたしまして、ガイド

用の氏名が入ったジャンパーを１０着、あとキャップ、帽子を１０個、あ

と、ガイド説明用拡声器、フリーハンズを８台を予定をしているところであ

ります。事業費といたしましては、２１６万５，０００円を予定をしており

ます。令和２年度には交流拠点の整備と位置付けまして、片島公園観光交流

施設、先ほどの建築の関係なんですけども、その建築工事。２つ目に、通信

困難観光地の解消といたしましてフリーＷｉ－Ｆｉの設置。３つ目に、広域

ネットワーク構築として新たなルート開発のため、佐世保市の保存会などと

の連携及び意見交換会を実施する計画としております。事業費といたしまし

ては２，５６５万円を予定しているところであります。 

３ページには片島地区の現況写真を添付しておりますので、後ほどご覧く

ださい。続きまして４ページをお開きください。 

大崎自然公園を活用した３カ年事業になります。令和元年度には大崎自然

公園内の整備と位置付けまして、インバウンド受入環境整備としたしまし

て、旧アーチェリー場のトイレの改修工事、便器の洋式化であります。男女

合わせて６基の改修を予定をしております。それに、トイレ関連の水道施設

の給水タンクの改修工事も併せて行うようにしております。あとは大型バス

の通行難所解消工事としまして、これが旧料金所付近になります。車道幅員

の確保の工事等いたします。料金所を撤去する予定としておるところであり
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ます。事業費といたしましては８５８万円を予定しております。令和２年度

には旧レストハウスの改修と位置付けまして、和を感じられる内観への改装

工事を行うこととしております。 

また、令和３年度に向けた取組として、事業者の募集等に向けた事業者候

補へのヒアリング等実施をしまして、休憩所を活用した実証実験を行う予定

としておるところであります。事業費といたしましては１００万円を予定し

ております。あと、令和３年度には旧レストハウスの活用ということを位置

付けまして、東彼３町にある和を感じられるものを、例えば川棚まんじゅ

う、波佐見焼、そのぎ茶などをセットとして提供することや、あと地元産品

の物販を行い、消費拡大を図ることとしております。また、木場浮立などの

地域の伝統文化の活用も併せて検討することといたしておるところでありま

す。 

また、そこに記載をしておりませんが、この施設の外壁の塗装工事等も実

施する予定としておるところであります。そのほか通信困難観光地の解消と

いたしまして、フリーＷｉ－Ｆｉなどを設置する計画としているところであ

ります。事業費といたしましては、１，５００万円を予定しております。５

ページにはその大崎の現況の写真を添付しているところであります。以上で

説明を終わります。 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１０：５５） 

（…休  憩…） 

（１１：１０） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議 長 ここで前後しますけれども、本日の日程第１で「川棚町教育

長の任命について同意を求める件」ということで同意をいただきましたが、

竹下教育長より発言の申し出があっておりますので、ここで許可をしたいと

思います。教育長。 

教 育 長 皆さん、こんにちは。議長のお許しを得まして、貴重なお時

間をいただき、一言ご挨拶を申し上げます。議員の皆様のご同意をいただ

き、引き続き教育長の職を務めさせていただくことになりました。職責を果

たせるよう、日々努力してまいる所存でございます。 
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一期目を振り返りますと、３年間毎日があっという間に過ぎ、地にしっか

りと足をつけて計画的な仕事ができていなかったように思います。しかし、

教育委員会の職員をはじめ、そして多くの皆様から支えていただき何とか

やってこれました。特に議員の皆様方にはアドバイスや励ましの言葉をたく

さんいただきありがとうございました。そして学校教育へのご理解をいただ

き、子ども達のためにＩＣＴの整備、空調設備の整備、そしてＡＬＴの配

置、ハード面からソフト面に至るまでご協力を、ご理解をいただきご尽力い

ただきましたこと、本当にありがとうございました。 

学校教育におきましては、不登校対策や学力向上、課題が山積しておりま

す。まだまだ十分解決に向けて進展していない状況でありますけど、校長を

はじめ、学校教育関係者と協力しまして子ども達が行きたい学校、居場所の

ある学校、子ども達を一人ひとり大切にする学校、そういったことをできる

ような学校にしていきたいと思っております。そして何より、今年度から取

り組んでおりますコミュニティ・スクールの導入につきましては、現在組織

づくりに取り組んで、何とか実施に向けてがんばっているところでございま

すけど、早く組織をつくりあげ、うまく軌道に乗せて、地域と共にある学

校、特色ある学校づくりを目指して子ども達が地域の中でのびのびと地域の

ために、そして地域を思う子ども達の育成に努めてまいりたいと思います。 

社会教育においても町民の皆様の理解を得ながら、ご協力を得ながら生涯

に渡って生きがいのある地域づくり、そういったことに町民の皆様のお力を

いただきながら叶えていきたいと考えております。今後とも重責ではござい

ますが、議員の皆様方のお力添えをいただきながら精一杯務めてまいりま

す。皆様のご支援とご協力を切にお願い申し上げまして、挨拶と代えさせて

いただきます。本当にありがとうございました。 

議 長 竹下教育長におかれましては、引き続きご尽力賜わりますよ

うよろしくお願いをいたします。 

それではこれから、「令和元年度川棚町一般会計補正予算（第２回）」に

対する質疑を行います。田口議員。 

８ 番 田 口 歳出の３７ページ、３８ページですけれども、児童福祉総務

費で子育て支援金の国庫返納があるということの説明がありましたが、結構

金額が大きいように思いますし、説明では何か歳入と関係があるようなお話
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であったように思いますので、どういう事情なのか。国庫返納というのはど

ういう事情なのかというのを、説明をしていただきたいと思います。 

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。田口議員の質問にお答えします。３７ページ、３８

ページの２項児童福祉費の１目児童福祉総務費の件に関してよろしいでしょ

うか。これは３０年度の実績に伴う精算返還金でありまして、認定こども園

とかの施設の運営費については、保育料等を除いた分等については公費で賄

うことになっております。その公費分については翌年度、それが少なければ

ですね、国庫、県に返すことになりますし、多ければ追加で交付をしてもら

うという形になりますので、その分で前年度の実績に伴って、国の方に３５

６万３，０００円、それから県の方に２８３万７，０００円、合計で６４０

万を返すことになります。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。田口議員。 

８ 番 田 口 別ですが、前にも聞きましたけども、念のために聞いておき

ますが、財産売払収入及び財産取得の費用についてですけれども、結局５５

ページ、５６ページにありますように土地取得費は３億４，２００万円で

す。財産売払収入としては土地売払収入は２３、２４ページにありますよう

に４億２００万円です。ので、結局、県から土地を買って民間事業者に売る

ことによって６，０００万円の利益が出ることになっているんですけれど

も、前の説明ではそういう利益が出ることの方がいいんだというような説明

であったと思うんですけども、そういうことでいいのでしょうか。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 今回の港湾の埋立地、都市再開発用地でございますが、これ

を県から購入して地元企業に売却するという流れで現在進めているところで

ございます。この流れを年度内に完了したいということで、今回の補正予算

に計上したところであります。 

今回、県から購入する土地につきましては、普通財産として購入し、そし

て普通財産として売却するという流れになります。その場合、売却に対する

取扱でございますが、これが川棚町普通財産売払に関する取扱要領というも

のがございます。この売払要領の第３条に売払の方法というのがございまし

て、この中では原則として一般競争入札で売却しなさいということでござい
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ますので、当然購入した価格以上の金額で売却を考えて一般競争入札をする

という流れになりますので、まず、そういう入札をした場合はプラスが出て

くるということになります。 

今回の場合は随意契約で売却するという考えを持っております。その場合

が、１７条の中に随意契約というのがございまして、その中の随意契約の条

件として１０の、こういう場合が随意契約ができるというものがございま

す。その中の３号なんですけれども、「時価に比して著しく有利な価格で契

約を締結することができる見込みがあるとき」という場合においては随意契

約ができるということでございまして、今回の普通財産の売却におきまして

は、これしか該当するものがないという判断のうえで、この著しく有利な価

格というところをこれまでの前例から２割プラスということから売却価格を

算定し、売却金額を算定したところでございます。ですので、購入金額と売

却金額の差があるということでご理解いただければと思います。以上でござ

います。 

議 長 ほかに。毛利議員。 

３ 番 毛 利 先ほどの川棚町観光地づくり計画書の資料でちょっとお尋ね

をさせていただきたいんですが、４ページの３カ年事業案ということなん

ですけど、令和３年度の事業費１，５００万っていうところの説明は、物

販等による消費拡大とＷｉ－Ｆｉ等の環境整備っていうことなんですけ

ど、これに１，５００万がかかるということなんでしょうか。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。毛利議員の質問にお答えします。先ほどこの実施計画

の関係についてご説明をした中で、ここには載せてはおりませんが、外装

工事を行うということでご説明をしておったかと思います。その外装工事

を含めまして、全体で１，５００万ということで今計画をしているところ

であります。以上です。 

議 長 毛利議員。 

３ 番 毛 利 はい。じゃあ確認です。であれば、その前の年の１００万円

と合わせて１，６００万円がほぼほぼそのレストハウスの改修にかかると

いう見方でいいのかなということですか。わかりました。 

それとあともう１点、この計画書の表紙なんですけど、左側に平成３０
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年度の実績っていうのが載っていて、その中の数字がいろいろあるわけで

すけど、例えば観光消費額で３１億９，７００万って書いてありますけ

ど、これだけの消費があっているのかなとふと今見て思いまして、その積

算根拠といいますか、例えば延べの観光客数にしても４６万人をどういう

統計といいますか推計で算出されたのかとか、どのくらいの消費額があっ

て、ここの部分ですけど、ちょっと３２億という数字はちょっと想像して

いなかったものですからお尋ねしたいと思います。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。ただいまのご質問にお答えします。すみません、本日

その資料をですね、ちょっと持って来ておりませんので、あとからお示し

したいと思います。失礼します。すみません。以上です。 

議 長 後ほど資料を提供するということです。ほかに質問はありま

せんか。はい。小谷議員。 

２ 番 小 谷 ２番、小谷です。工事関係で３点まとめてお聞きします。ま

ず４７、４８ページの住宅管理費の分ですが、新町の住宅の事業内容の見

直しということで説明があったんですけども、その分のもうちょっと詳し

い内容をお聞きしたいことと、次が５１ページ、５２ページの学校給食共

同調理場費の分で、屋根の塗装の事業を取り下げたということで説明があ

りました。雨漏り等の為に屋根の塗装をされるということで聞いておりま

したが、取り下げたあとどのようにするかっていうものと、現状その塗装

を早急にしなくて大丈夫かどうかということをちょっとお聞きしたいと思

います。 

あと５３、５４ページの災害復旧の部分の三越の分ですけども、これの

設計変更があったということですが、当初の説明では元あった形に戻すと

いうことで説明があっていたかと思いますけども、変更があったというこ

とは改良を加えるものなのか、それとも事業費自体が増額になったもの

か、そこら辺の内容をお願いします。 

議 長 建設課長。 

建 設 課 長 はい。それでは小谷議員のご質問にお答えいたします。ま

ず、４８ページの住宅管理関係の新町団地屋根外壁長寿命化改修事業に関

してでありますが、当初の事業費が５，０００万、今回１，５００万円の



- 24 - 

事業費の追加交付を受けまして、６，５００万の事業費として予定をする

ものでございます。当初、２棟改修工事を予定しておりましたけども、１

棟追加をして３棟改修ができるということで、現在設計を進めているとこ

ろでございます。本日の補正が可決されますと、引き続き起工伺いを上げ

るように準備をしているところです。以上です。 

議 長 はい。産業振興課長。 

産業振興課長 三越の防波堤の災害復旧工事の件でのご質問でありますが、

この災害復旧につきましては、平成３０年度の台風により防波堤の被害を

受けたものであります。その当時、国の査定においては復旧につきまして

は崩壊したブロックの再利用での積上げで査定を受けておりました。た

だ、その査定時の条件といたしまして、工事発注後にブロックを陸揚げし

て再利用かまたは撤去か、改めて査定官が確認することとなっておりまし

た。そこで工事発注後、陸揚げして現地で確認し、写真等を持って査定官

との協議を行った結果、直立消波ブロックの３５個のうち１２個を新規に

製作、それと崩壊ブロックにつきましては２６個のうち１５個を新規に作

成することとなりましたので、変更設計の積算を行った結果に８６１万

６，０００円が追加というふうになったものであります。以上です。 

議 長 教育次長。 

教 育 次 長 はい。小谷議員からいただきました、給食センターの屋根補

修の取り下げの件でですね、ご説明いたします。ご質問いただきました件

ですけれども、当初予算の計上の折には屋根の面を塗装をかけるというこ

とで、これで防水対策ということでしておりましたけれども、夏休み期間

を利用して工事の施工をしようということで考えて、屋根の方にそういっ

た専門業者と一緒に上って確認をしたところ、この塗装、予算で計上して

おった塗装ではですね、防水機能が働かないということで、根本的な対策

が必要になるんじゃないかということで、そういった指摘を受けたところ

です。そこで、今回の予算ではとても対応できるような状況ではなくなり

ましたので、今後は少し防水対策ということで、根本的な防水対策を行う

必要があるということで考えておりますので、今年度中の施工ではどうし

ても給食センターの運営の関係からですね、その対策工事ができないとい

うことで、次年度以降でその工事をですね、再度施工方法を見直しながら
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ですね、またその対策をやっていきたいと考えておるところでございま

す。なお、現状の状況としましては、雨漏りがですね、長く雨が降り続く

ような状況であればですね染み出てくるということで、そうですね、夏前

までは、梅雨前までは１箇所ぐらいそういったところが見られたんですけ

れども、７月の大雨のときにこれが２箇所ぐらい見られたというような状

況になっておってですね、その範囲も少し広がりつつあるんじゃないかと

いうふうに考えておりますので、現状、給食調理に支障が出るような状況

には至っておりませんけれども、やはりこれがどんどん広がらないような

状況でですね、その対策工事はやっていく必要があるものというふうに認

識をしているところでございます。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。髙以良議員。 

９ 番 髙 以 良 ２点お尋ねします。２３ページ、２４ページの先ほどの質問

がありましたが、財産売払収入の件で不動産売払収入ですね、これは売っ

たあとの公害とかの発生の心配がないのかということについてお尋ねしま

すが、現状での判断では公害の発生はないと考えるとか、産業廃棄物の発

生はないと思われるとかっていうことで判断されているようですが、一旦

売払ってしまうとその所有権は買った人に移ってしまいますので、町がい

ろいろ口を挟むことができないことになってしまうんですが、一旦売った

あとのことについても確約が取れているのかどうかということをお尋ねし

ます。それが１つですね。 

もう１つは４３ページ、４４ページの農林水産業費の中の３目農業振興

費のところで、説明欄の２のところ、農業経営対策事業推進費、説明では

交付対象者への交付が中止になったということだったと思いますが、交付

中止になった理由とか、よかったら説明をお願いしたいと思います。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。髙以良議員のご質問にお答えいたします。まず、所有

権を売ったあとの確約を取れているのかというふうな話ですが、現在まだ

県の土地が川棚町にもなっていない状況でございますので、詳しい内容に

ついてはですね、まだそこまで話ができていないという状況でございま

す。ですが、これまで提出していただきました計画書ですね、こちらによ

りますと、議員からも先ほど言われたとおり公害の発生がないような状況
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でございましたので、町としては今回の売却については進めていくという

ことで現在行っているところでございます。以上でございます。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。髙以良議員のご質問で、農業経営対策事業推進費のマ

イナスの件でご質問があったかと思いますけども、当初予算におきまして

は、農業次世代人材投資資金といたしまして４名の方が対象となって計上

をしておりましたが、この交付要件の中に所得額が３５０万までという規

定があります。その中で１人の方が３５０万以上の所得額があったという

ことで交付対象外となりました。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。はい。企画財政課長。 

企画財政課長 すみません、いいです。 

議 長 いいんですか。ほかに質疑はありませんか。はい。炭谷議

員。 

１ １ 番 炭 谷 ２点ほど質問をしたいと思います。今日出されました川棚町

観光地づくり実施計画書ですけども、この構想は私もちょっと半分は突然

で驚いておりますし、ある意味では非常に期待するような感もあるわけで

ありますけども、この企画立案、実はこうしたものが出されるまでの経過

ということで、どこかのコンサルティング会社とか、そういったプランを

立てるにおいて何らかの調査会社といいますか、そういったものから相談

をきちんと持ちかけて、ある程度は案ができあがってから出したというも

のなのか、町の行政当局の案で出てきたものかというところを１つちょっ

と聞きたいということと、これは仮に１年目、２年目、３年目ありますの

で、この４ページの旧レストハウスの活用というところで、東彼３町にあ

る和を感じられるもの等々ありまして、木場浮立などの地域の伝統文化の

活用も併せて検討を行うというふうなことでありますので、仮にこれが今

年度の予算が付きますと、具体的な点で２年あとにこういったものが上

がってくるというものに関連付けるというふうなこともあると思いますの

で、この点について木場等の地区の、何ていいますか、その中に相談をし

たといいますか、話をかけられたといいますか。最近の浮立の出ることに

ついて参加できる方が少なくなって、地区外の方も応援をいただきながら

やっているというふうなことも聞いておりますし、また今年の踊りがなく
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なった、それを中止して祇園様に出たというふうなことも聞いております

し、そういった、非常に良いことですけども現実のある中で、地区の方が

そういったこのことが具体的な例としてつながっていくというふうに受け

られるというふうに思いますので、その点の考えはどういうふうなところ

で持っておられるのか、２点ほどを質問をいたしたいと思います。以上で

す。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。炭谷さんのご質問にお答えします。まず１点目はこの

地域づくりの実施計画の作成にあたって、コンサルタント等入れてこの計

画を作成されたのかというご質問がありました。これにつきましては現在

町独自で考えておるところであります。 

あと２点目の、この４ページのレストハウスの活用の中に、木場浮立と

か伝統文化の活用も併せて検討を行うというところでの木場地区の状況あ

たりとか、あとその地区に対しての話かけとかそういうのをやったのかと

いうご質問であったかと思いますけども、基本的にはですね、その地区に

対して話等は行っておりません。ただ、一応計画としてそういった地域の

ですね、伝統文化の活用ができないかっていうことでですね、今ちょっと

検討している状況ですので、まだ地域に対してそういった説明依頼等々は

行っていない状況であります。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。炭谷議員。 

産業振興課長 すみません。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 先ほど炭谷さんって言ったのですけども、炭谷議員です。失

礼しました。 

議 長 炭谷議員、質問を続けられますか。はい。炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 別に構いはしませんけども。そうしますと、地区にまだ行っ

ていないということでありますと、おそらくこの予算が通っていくという

過程においては、具体性に入っていくわけですよね。その場合、木場地区

のことを今言いましたけども、これはもちろん大崎地区なり、三越地区な

り、そういったところを今から計画を含めてしようっていくようなことが

具体性に入ってきますと、非常に、これは一番大事なのは町民の皆さんが
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理解をして、その気になってきちんと受けていかないとこういった構想っ

ていうのはスムーズにいかないし、また、良いプランとしては活きていか

ないんじゃないかというふうなことを思いますので、ぜひそこら辺が一番

貴重なる、町民の中にそういった雰囲気といいますか、そういったことが

非常に大事になってくるんじゃないかというふうに思いますので、ぜひそ

こら辺はきちんと説明、あるいはいろんなことを通じて皆さんに周知をし

ていただく、理解を願う、そういったことが非常に大事になってくると思

いますので、そこら辺を十分検討していただきましてやっていただきたい

と思いますし、我々議員としても特に地域おこし等いろんな問題にかかっ

てきますし、町民あっての事業だというふうに思いますので、ぜひそこら

辺の周知を徹底して皆さんに理解をいただきながら進めていただきたいと

いうふうに希望でありますけども、申し添えておきたいと思います。以上

です。 

議 長 答弁はよろしいですか。ほかに質疑はありませんか。小田議

員。 

７ 番 小 田 ７番、小田です。同じく川棚町観光地づくり実施計画書の中

でちょっとお尋ねしますけども、その中の２ページのですね、片島公園に

ついてですけども、このようにしてですね、施設の充実、それからボラン

ティアガイドの活躍などによってですね、今後訪れる方が多くなることが

予想をされますが、来られるときにですね、おそらく大型バスなどで来ら

れるだろうと思うんですけども、その大型バスへの対応及びその交通、道

路の改良とかはですね、今後の片島公園を十分活用するためにですね、そ

ういったことは考えておられないのかというのをお尋ねをいたします。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。小田議員のご質問にお答えします。小田議員が申され

ますように、大型バスの進入は今現在の道路状況からして無理がございま

す。それで今は大きい駐車場に停めて、国民宿舎等にですね、そこからマ

イクロバス等を利用して現地の方に行くようにはしております。ただ、

やっぱり財政状況もありますので、そこの道幅を広げるというのは簡単に

できるものではないと思っているところであります。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。小谷議員。 
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２ 番 小 谷 観光に関してですけども、引き続きですけども。このプラン

といいますか、計画自体町独自で考えられたということで先ほどありまし

たが、２点ちょっとまとめてお聞きするんですが、まずトイレの件です

が、旧アーチェリー場の分のトイレの洋式化ということがありますが、く

じゃく園内のトイレの方の計画というものまではどうしてなかったという

部分が１つと、あと、ピーコックの方を改修されるということですけど

も、駐車場からピーコックまでのアクセスというものはどのように考えて

おられるのか、その２点をちょっとお聞きしたいと思います。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。小谷議員のご質問にお答えします。トイレの改装につ

いて、くじゃく園内のトイレについての改装計画がないんじゃないかとい

うふうなご質問だったかと思います。まず、インバウンドを受け入れるた

めに駐車場、旧アーチェリー場内の駐車場の整備をするということでの計

画としておりますので、くじゃく園の方の洋式化というのは現在のところ

は考えておりません。 

それと、２点目のピーコックへの駐車場からのアクセスはどのように考え

ているのかということですけども、今、その駐車場からピーコックまで歩い

て約６分程度かかります。それで、駐車場からは徒歩によって移動してもら

うというアクセスの取り方としておるところであります。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。初手議員。 

４ 番 初 手 はい。川棚港都市再開発用地の購入の件についてちょっとお

尋ねをさせていただきます。以前に少し内容的な資料というか、情報を把

握をさせていただいておるんですけども、まずは１点目として、本定例会

で補正予算でその予算関係が可決をされたというふうに捉えたときに、今

後どのような流れでですね、この手続き等が進められていくのか。議会の

議決等も発生すると思うんですけども、確認の意味を含めて、来年の、本

年度中というふうな話もありますので、その辺の行程といいますか、日程

的なものについてもう一度ご説明いただければと思います。 

２点目につきましては、工事が完成するのは２、３年後になるかと思い

ますけど、この売却によって工場が設置されると。これによる当然メリッ

トはあるわけですけども、固定資産とか、その辺について行政として把握
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されているプラス面というのはどういったことを捉えておられるのか、

ちょっとその点についてお尋ねをしたいと思います。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 初手議員からのご質問で、土地の購入に関して、売却に関し

てなんですけれども、今後の手続きについてどうなるのかと。購入、売却

ですね。これについてどうなるのかというお尋ねと、施設完成後どのよう

なメリットがあるのかというふうなご質問でございます。今後につきまし

ては、まず予算が今回通ったと仮定いたしますと、県の方に払い下げの申

請を行うということになります。これはもう遅滞なくすぐ行いたいという

ふうに考えております。そういたしますと、県の方から売却価格の提示が

ありまして、今回ご承認いただいたとしてその予算の中で県から売却する

ことになるんですが、その売却に関する、まず県議会が払い下げの議案を

１２月、そして町議会の財産取得議案を１２月に行いたいということを考

えております。その取得議案が可決されますと、これも遅滞なくすぐ土地

の購入にかかるということになります。そして所有移転登記が県から町に

変わりまして、町になった時点で今度は町から企業への払い下げというこ

とになります。その財産処分に関する議案の提出が議会の方に必要になり

ます。その議案の提出を来年の３月の議会に提案したいというふうに考え

ているところであります。その後、企業の方に売却いたしまして、売払代

金が町の方に年度内に振り込まれるという考えを今スケジュールとして

持っているところでございます。 

あと、工場完成のメリットでございますが、詳しい数字については

ちょっと今は手元に数字がありませんのでお答えできないんですけれど

も、まず、土地につきましては県有地ということで、まったく固定資産税

が入っていないという状況でございます。ですので、これが民有地になる

ということで、そこにまず固定資産税が発生するということになります。

そして、建築されます施設が冷凍・冷蔵倉庫ということになっております

ので、主な構造物としましてはそういうものができるということになりま

すので、これも数十億かかるという話を聞いておりますので、当然そうい

うものの償却資産、固定資産が入ってくるということになります。そこ

は、今までにまったくゼロであったものが町の方に入ってくるということ
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で、大きなメリットになるということを考えております。それと併せまし

て、当然そこに働かれる従業員の方がおられます。当初は１５名という計

画で、後には２０名にしたいという計画でございますので、そういうふう

な雇用に関しましてもですね、若干メリットがあるのではないかと考えて

いるところではございます。以上でございます。 

議 長 はい。初手議員。 

４ 番 初 手 町長さんに一言お願い、お聞きしたいんですけど、私もこの

事業につきましては、事業といいますか件につきましては、今まで長年対

応ができていなかった。いろんな課題がありまして。そういう意味では今

回のこの話は非常にいい話ではないかというふうに今思っております。先

般もありましたけども、もう１つの９ヘクタールの分のですね、あと４ヘ

クタールもまだ未解決といいますか、どういう対応をするかというのは今

後の課題だと思うんですけども、そういったことを考えると、あの一帯に

工場ができるって非常にいいことだなというふうに感じておりますけど

も、町長さんとしてこの辺の一連の流れ、今後の見通しといいますか、そ

ういった面に対する、提案されていますので期待感はあられると当然思う

んですけども、その辺について何かご発言等いただければ、本会議の場で

ありますので、町民の理解も増して、深まるんじゃないかというふうに思

いますけども、よろしければご見解をいただきたいと思います。 

議 長 町長。 

町 長 はい。お答えします。今審議をいただいております土地につ

きましては、実は川棚浄化センターを建設する際に、この２．１ヘクター

ルにつきましても町で購入するという約束が県とされておりまして、これ

は平成６年のことでございます。そういったことでいつかはこの土地を町

が購入しなければということで、これまで長年にわたって県の港湾担当部

局と協議をしてきておりました。ところが、売買価格で町と県となかなか

折り合いがつかなくて、これまで長引いたわけでございますけれども、こ

こ近年になりましてから、もうこれ以上おそらくこちらの意向を汲んで、

県も土地代金を引き下げることはたぶん無理だろうという判断をして、

近々購入しなければいけないと、いわゆる確約を実行しなければいけない

という考えを持っていたわけであります。そういった中で、もし町が土地
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を購入してもそこに何かの利用計画がなければまた塩漬けになって、そし

て町に財政負担が生じますので、できればこの土地を購入してくれる業者

が明確に現れた時点で県から土地を購入し、そしてその時点で当該企業に

売却をしようという、そういった構想を持っておったわけでございます。 

そういった中で、できればあとの４ヘクタールと共に企業誘致ができれ

ばということで、県の産業振興財団等々と一緒になって企業誘致を進めて

きましたが、いろんな話がこれまで出てきました。例えば、１１ヘクター

ルの土地全部を購入したいという企業も出てきましたし、あるいは外国の

企業で、今の６ヘクタールをほしいとかっていう企業がきまして、現地を

確認をされたりしてきましたが、結果的にはそれが実現に結びつかなかっ

たわけでございます。 

今回、町内の企業がぜひ土地を購入したいという申し出がありまして、

利用計画等を調査をいたしましたところ、今、県下全域にだいたい不足し

ております冷蔵倉庫を造りたいということと、それから当該企業は多くの

トラックを抱えておりまして、この駐車場を町内に確保を予定しておりま

すが、なかなか土地がないということで、もしかしたら町外の土地を探さ

なければいけないような話もありましたので、どうしてもやっぱり町内に

残ってもらいたいということで思っておりましたところ、この土地につい

て、冷蔵倉庫と駐車場と兼ねて２．１ヘクタール全部ほしいという話にな

りまして、交渉を進めてきたわけであります。そういった中で町が提案い

たしました価格の２割増しでもＯＫだということで了解が取れましたの

で、この購入と売買について今進めております。 

そういった中で、今、初手議員からご質問がありましたけれども、あと

残りの４ヘクタールの未利用地もありますので、これについては先日、県

北振興局の局長さんと意見交換をしながら、その中で出た意見といたしま

しては、町の方でできれば利用計画を定めて、そしてそれによって県と町

と合意をして、地域の活性化のために活用すればどうかということで話が

あっております。町といたしましては、やはりこの土地については今回当

該町内企業が土地を求めてそこに冷蔵倉庫を造りますので、それが１つの

起爆剤となって、横の土地も新たに注目が集まるのではないかと思いまし

て、私といたしましては、できれば優良企業を誘致をしていきたいという
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ふうに考えているところでございます。 

こういった、本当に長年にわたって抱えてきておりましたこの問題がこ

こで一旦、いわゆる２．１ヘクタール都市再開発用地については一旦解決

をするということは、大変意義深いことではなかったかというふうに思っ

ております。 

ただ、先ほど予算の説明をいたしましたが、土地の売買につきまして

は、３月議会に実は提案するようにいたしておりますが、おそらく登記事

務もかかりますので、そういったことを考えますと、果たして年度内に予

算が執行できるかどうかはちょっと今不安定な状況でございます。これに

つきましては、また先のことでありますので、状況が変わるのではないか

と思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

それからもう１つ、先ほど毛利議員の方から質問がありました、いわゆ

る大崎の、あるいは片島の観光開発の件でございます。失礼しました、炭

谷議員からの話でございます。これにつきましては、実は私は就任当時か

らこういった人口減少に直面しておりますので、交流人口の拡大を図るこ

とがやっぱり川棚町の活性化にとっては必要なことだということで、観光

事業について推進をしてきておりました。そういった中で、特に大崎のく

じゃく園につきましてはせっかく建築をされておりますピーコックがずっ

と未利用のままでございました。これを何とか活用して、交流人口の拡大

につなげないか検討をさせてきておりました。 

そういった中で、一昨年は地方創生の関係で総務省が事業として進めて

おりましたシェアリングエコノミー実証事業という事業がありまして、そ

こにこのピーコックの補修工事を提案して、タスクフォース会議の中で川

棚町の提案をさせてもらいましたけど、いいところまでいきましたけど結

果的に採用できませんで、２年引き続きそういった努力をしましたが、結

果的にはまだ採用に至っておりません。 

そういったことで、こういった施設の整備をするためにはやはり多額の

財源が要りますので、この財源の確保が大変重要でございます。厳しい川

棚町の財政状況でありますので、財源の確保を前提として、そして事業を

進めることが今回できましたので、これにつきましても一定のこれからの

流れが、観光事業の流れが少しずつ変わってくるのではないかと、このよ
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うに期待をいたしております。３年間の事業計画の中で地域の伝統文化の

活用も含めて、これから検討するということでございますので、そういっ

た中で木場浮立の活用もあるのではないかと、これから検討する段階でご

ざいますので、もしそういった具体的なことが決まりましたら、当然地域

の皆さん方、あるいはそういった団体の皆さん方にもご協力を願うような

ことで進めていきたいと思います。以上でございます。 

議 長 ほかに。山口議員。 

６ 番 山 口 山口なんですけども、この観光地づくりでですね、ちょっと

見ましたらですね、何か説明を聞いておけばインバウンド、インバウンド

という言葉が出てきてですね、実際に昨年の実績でいきましたら、４６万

とか７万とか根拠は別にしてですね、それだけ延べが来ていて、外国人は

１，０００人来ていないわけですよね。これが爆発的に増えるかという

と、そういう可能性はあんまり見込めないんじゃないかと。この計画の中

に確かにインバウンドを入れることは大事なんですけども、インバウン

ド、インバウンドということでね、そこにこだわり過ぎることがあるので

はないかと。やはり当然交流人口を増やすのはね、外国人客が爆発的に増

えてくるということはあんまりは見込めないと。そうすれば、やっぱり国

内の方をどうして呼び込むかと。なんか、これを読みましたらいかにもで

すね、外国人がたくさん来ますよと、ぞろぞろ。そういう感じを受けるわ

けですよ。本当は交流人口というのは、もう少し地道に考えればですね、

邦人客をどうして受け入れるかと。やっぱりそういったことを少し考えて

ほしいと思うんですけども、その点をちょっとお尋ねしたいと。今後どう

していくのか。 

それからあと１件、この予算書のなかでですね、４５、４６ページので

すね、プレミアム付商品券事業というのは、これは８ページの消費税対策

のいわゆる一環だと思いますが、これの対象者と川棚町の人数が、対象の

人数がどれくらいおられるのか、その点を２点だけお尋ねします。以上で

す。 

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 山口議員の後半のプレミアム商品券の現状につきまして、こ

の対象者が住民福祉課関係の対象者となりますので、名簿の作成、それか
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ら申請書の送付等を住民福祉課の方で行っておりますので、私の方から回

答させていただきたいと思います。まず、プレミアム商品券の対象者なん

ですけれども、一番目として非課税者分、非課税者、２０１９年度分の住

民税が課税されていない方、もう１パターンとしましては子育て世帯分、

２０１６年４月２日から２０１９年９月３０日までに生まれた子どもがい

る世帯の世帯主、これが対象者となっております。一番目の非課税者分に

つきましては、申請書を送付をしております。対象者が人数では３，２８

５名、これは世帯に配布をしております、送付をしておりますので、約

２，１００通世帯に送付をしております。現在、税務課の前の会議室の方

で受付の場所を設けて受け付けをしておりますけれども、今、３０３世

帯、人数にして４５２名の方が申請に見えられております。それから、子

育て世帯分につきましては、申請書を必要とせずに引換券のみを送付をす

ることとなっております。その方々の対象者が、これはもう約なんですけ

ど３５０人、世帯としては約３００世帯が対象になるものと思われます。

この申請をされた方の決定通知、それから引換券、それから申請を必要と

しない子育て世帯分の方々に対する引換券の送付は９月２４日に第１回目

の発送を予定しております。以上です。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。山口議員の質問にお答えをいたします。山口議員が言

われますように、今回大崎の自然を活用した３カ年事業の内容につきまし

ては、ここの４ページの事業目的の中にも掲げておりますが、浦頭の護岸

整備による令和２年４月から供用開始される浦頭についてのクルーズ船の

受入増加に向けてということでですね、今回駐車場のトイレ等を整備する

ような計画としております。やはり国内、国内っていいますか、町内も含

めてなんですけども、皆さんが来られるような公園整備をですね、やはり

同じようにしていかなければならないのかなっていうふうには感じている

ところではございます。ただ、今回の目的につきましては、こういった目

的を掲げておりますので、ちょっと表面的にはそのように見えてくるのか

なというふうに思っているところであります。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 
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（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。これから、議案

第１０号「令和元年度川棚町一般会計補正予算（第２回）」の採決を行い

ます。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１０号「令和元年

度川棚町一般会計補正予算（第２回）」は原案のとおり可決されました。 

（１２：１０） 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１２：１０） 

（…休  憩…） 

（１３：１５） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議 長 ここで午前中、毛利議員から質疑がありました分で補足の説

明を受けたいと思います。産業振興課長。 

産業振興課長 午前中に毛利議員の方から質問がありました件につきまして

お答えしたいと思います。それで、事前にですね、資料の方を配布をさせ
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ていただいております。長崎県観光統計という資料になります。この中

に、ちょっと見にくいんですけども、ちょうど中ほどに川棚町という欄が

あります。この表につきましては、平成３０年市町別観光消費額を表した

ものであります。それで、川棚町の欄に３０年合計、右の方になりますけ

ども、ＡプラスＢというところがあります。そこに３１億９，７２４万

７，０００円という数字がありますけども、ここの額が先ほど午前中にお

配りしておりました実施設計書の中の観光消費額の額となります。この額

につきましては、町の方で宿泊所及び観光等に聞き取り調査等を行って出

した数字となっております。以上です。 

議 長 次に日程第５、議案第１１号「令和元年度川棚町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第１回）」を議題といたします。提案理由の説

明を求めます。町長。 

町 長 議案第１１号「令和元年度川棚町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１回）」について提案理由をご説明いたします。 

予算の名称につきましては、改元に伴う国の会計年度の名称変更に準じ、

改元日以降は当年度を通じて「令和元年度川棚町国民健康保険事業特別会計

予算」とするものであります。 

今回の補正は歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億１，６１６万

７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億１，

６１６万９，０００円にしようとするものであります。 

なお、補正の詳細につきましては健康推進課長から説明いたしますので、

ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 はい。それでは補正予算の内容につきまして、事項別明細書

でご説明をいたします。歳出から説明をいたしますので、８ページ、９ペー

ジをお開きください。 

９款予備費、１項１目予備費につきましては、歳入歳出の見合いによるも

のでございます。次に歳入を説明いたします。６ページ、７ページをお開き

ください。 

７款繰越金、１項１目その他繰越金につきましては、前年度繰越額の確定

による増額補正であります。 
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以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 はい。質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１１号「令和元年度川棚町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１１号「令和元年

度川棚町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回）」は、原案のとおり

可決されました。 

（１３：２０） 

議 長 次に、日程第６、議案第１２号「令和元年度川棚町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１回）」を議題といたします。提案理由の説明

を求めます。町長。 

町 長 議案第１２号「令和元年度川棚町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１回）」について、提案理由をご説明いたします。 



- 39 - 

予算の名称につきましては、改元に伴う国の会計年度の名称変更に準じ、

改元日以降は当年度を通じて「令和元年度川棚町後期高齢者医療特別会計予

算」とするものであります。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４万５，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億８，１９２万

４，０００円にしようとするものであります。なお、補正の詳細につきま

しては、健康推進課長から説明いたしますので、ご審議のうえ、ご決定い

ただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは、補正予算の内容につきまして事項別明細書でご説

明をいたします。歳出から説明いたします。８ページ、９ページをお開きく

ださい。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納

付金につきましては、広域連合への納付金の減額補正であります。次のペー

ジをお開きください。 

３款諸支出金、２項１目他会計繰出金につきましては、３０年度の精算に

よる事務費分を一般会計へ返還するものであります。次に歳入をご説明しま

す。６ページ、７ページをお開きください。 

５款繰越金、１項１目繰越金につきましては、前年度の繰越額の確定によ

る増額補正であります。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１２号「令和元年度川棚町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１２号「令和元年

度川棚町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）」は、原案のとおり可

決されました。 

（１３：２４） 

議 長 次に日程第７、議案第１３号「令和元年度川棚町介護保険事

業特別会計補正予算（第２回）」を議題といたします。提案理由の説明を求

めます。町長。 

町 長 議案第１３号「令和元年度川棚町介護保険事業特別会計補正

予算（第２回）」について、提案理由をご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，１７１万７，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億２，８８

５万４，０００円にしようとするものであります。 

なお、補正の詳細につきましては健康推進課長から説明いたしますので、

ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは、補正予算の内容につきまして、事項別明細書でご

説明をいたします。歳出から説明いたします。１４ページ、１５ページをお

開きください。 

１款総務費、１項３目認定事業費につきましては、公用車のタイヤ交換に

よる増額補正であります。次のページをお開きください。 
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４款１項１目介護予防・日常生活支援総合事業費につきましては、新規職

員の人件費に伴う増額補正であります。次のページをお開きください。 

６款諸支出金、１項１目第１号被保険者保険料還付金につきましては、所

得更正に伴う平成３０年度分の還付金であります。 

２目償還金につきましては、３０年度精算に伴う国、県及び社会保険診療

報酬支払基金への返納金でございます。 

６款２項１目繰出金につきましては、平成３０年度の地域支援事業費負担

分繰出金、それからその他事業費の精算に伴う一般会計への繰戻金でござい

ます。次のページをお開きください。 

７款予備費、１項１目予備費につきましては、歳入歳出の見合いによるも

のでございます。次に歳入についてご説明をいたします。６ページ、７ペー

ジをお開きください。 

４款支払基金交付金、１項１目介護給付費交付金につきましては、３０年

度介護給付費負担金精算に伴う追加交付であります。次のページをお開きく

ださい。 

５款県支出金、１項１目介護給付費負担金につきましては、３０年度介護

給付費負担金精算に伴う追加交付であります。次のページをお開きくださ

い。 

８款１項１目地域支援事業繰入金につきましては、地域支援事業費精算に

伴う追加繰入であります。次のページをお開きください。 

９款１項１目繰越金につきましては、前年度繰越額の確定による増額補正

であります。なお、この繰越金には歳出６款諸支出金で説明をいたしました

国、県等への償還金分も含まれております。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようお願

いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。ありませんか。よろしいです

か。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 



- 42 - 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１３号「令和元年度川棚町介護保険事業特別会計補正予

算（第２回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１３号「令和元年

度川棚町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）」は、原案のとおり可決

されました。 

（１３：３０） 

議 長 次に日程第８、議案第１４号「令和元年度川棚町観光施設事

業特別会計補正予算（第１回）」を議題といたします。提案理由の説明を求

めます。町長。 

町 長 議案第１４号「令和元年度川棚町観光施設事業特別会計補正

予算（第１回）」について提案理由をご説明いたします。 

予算の名称につきましては、改元に伴う国の会計年度の名称変更に準じ、

改元日以降は当年度を通じて「令和元年度川棚町観光施設事業特別会計予

算」とするものであります。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１４２万６，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ７，９４２万

６，０００円にしようとするものであります。 

なお、補正予算の詳細につきましては産業振興課長から説明いたしますの
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で、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよろしくお願いいたします。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 それでは、補正予算の内容につきまして説明いたします。歳

入からご説明しますので、６ページ、７ページをお開きください。 

１款繰入金、１項１目一般会計繰入金１４２万６，０００円の増額につ

きましては、この後に説明をいたします歳出の増額分について、一般会計か

らの繰入金を増額するものであります。続きまして歳出を説明いたしますの

で８ページ、９ページをお開きください。 

１款観光施設事業費、１項２目改良費の説明欄の国民宿舎改良費１４２

万６，０００円の増額補正につきましては、１５節の工事請負費になります

けども、大崎しおさいの湯の施設内のリラックスルーム、畳敷きの部屋にな

りますけども、空調機の故障によるものであり、故障の時期が夏場であった

ために、また、お盆等で温泉施設利用が増加することが見込まれたために、

早急に対処する必要があり、現行予算を充当し執行したことから、今年度執

行予定の工事費が不足したために増額補正するものであります。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご承認いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 
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  これから、議案第１４号「令和元年度川棚町観光施設事業特別会計補正予

算（第１回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１４号「令和元年

度川棚町観光施設事業特別会計補正予算（第１回）」は、原案のとおり可決

されました。 

（１３：３４） 

議 長 次に日程第９、議案第１５号「令和元年度川棚町下水道事業

会計補正予算（第１回）」を議題といたします。提案理由の説明を求めま

す。町長。 

町 長 議案第１５号「令和元年度川棚町下水道事業会計補正予算

（第１回）」について、提案理由をご説明いたします。 

予算の名称につきましては、改元に伴う国の会計年度の名称変更に準じ、

改元日以降は当年度を通じて「令和元年度川棚町下水道事業会計予算」とす

るものであります。 

今回の補正といたしましては、資本的収入及び支出で、収入及び支出予算

の総額に、収入支出それぞれ２，７００万円を追加し、収入予算の総額を２

億８，３０３万５，０００円に、また、支出予算の総額を４億４，７３４万

９，０００円にしようとするものであります。 

また、企業債につきましては、起債の限度額を４７０万円追加し、５，４

２０万円にしようとするものであります。 

補正予算の詳細につきましては水道課長より説明いたしますので、ご審議

のうえ、ご決定くださるようよろしくお願いいたします。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 それでは説明いたします。今回の補正につきましては重要イ

ンフラの緊急点検の結果を踏まえた防災・減災、国土強靭化のための緊急対

策を含む社会資本整備総合交付金の防災・安全交付金による割当が、今年の

４月に国の当初予算にて内示があり、これに伴う増額補正、また、町内にお
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ける新築住宅への取付管の申込みが予想していた以上にあり、現行予算では

本年度中の対応ができなくなることから、工事請負費の増額補正を行うもの

であります。まず５ページをお開きください。 

補正予算実施計画明細書により説明いたします。資本的収入及び支出につ

いて、まず収入についてですが、１款１項１目建設改良企業債は、下水道事

業債として借上分を計上しており、４７０万円増額するものであります。下

水道事業においては社会資本整備総合交付金及び企業債を活用し、事業を進

めているところであります。 

１款２項１目国庫補助金は下水道事業に係る補助金でありますが、社会資

本整備総合交付金事業の交付決定により１，１００万円増額するものであり

ます。 

１款４項１目他会計出資金は、基準外繰入である建設改良費不足分を計上

したものであり、１，１３０万円増額するものであります。 

次に、支出につきましてです。１款１項１目下水道建設改良費の委託料に

つきましては、冒頭でも述べましたが、社会資本整備総合交付金事業の交付

決定に伴い、管路施設のストックマネジメント及び管路の耐震診断を行うこ

とで２，２００万円増額するものであります。工事請負費につきましては、

白石地区において汚水枝線の延長工事及び新築住宅への取付管の設置に対応

するため５００万円増額するものであります。次に議案書表紙をご覧くださ

い。 

第３条には、当初予算の第４条に定めた資本的収入及び支出の補正を記

載しております。 

第４条には、当初予算の第５条に定めた起債の限度額の補正を記載して

おります。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。よろしいですか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 



- 46 - 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１５号「令和元年度川棚町下水道事業会計補正予算（第

１回）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１５号「令和元年

度川棚町下水道事業会計補正予算（第１回）」は、原案のとおり可決されま

した。 

（１３：４０） 

議 長 次に日程第１０、議案第１６号「川棚町会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例」を議題といたします。提案理由の説明を

求めます。町長。 

町 長 議案第１６号「川棚町会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例」についての提案理由を申し上げます。 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律が令和２年４月１日か

ら施行されることにより、新たに会計年度任用職員制度が創設されることに

なりました。これは従来の臨時職員・非常勤職員に関する制度が大きく変わ

るものであり、今まで制度として不明確な点があり、各地方公共団体におい

て任用や勤務条件等に関する取扱がまちまちであったということが指摘され

ておりましたが、今回の法改正によって統一的な取扱を定めることにより、

制度としての基盤を構築し、各地方公共団体における臨時・非常勤職員制度
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の適切な運用を確保しようとするものであります。 

本町においてもこの法改正に適切に対応するため、新たに川棚町会計年度

任用職員の給与及び費用弁償に関する条例を制定することにより、法改正に

則した会計年度任用職員の制度構築を図るものであります。 

条例制定の理由等につきまして説明をさせていただきましたが、この詳細

につきましては総務課長から説明いたしますので、ご審議のうえ、ご決定く

ださるようよろしくお願いいたします。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 それでは、条例の内容についてご説明をいたします。なお、

資料につきましては本日配布をしております「川棚町会計年度任用職員の給

与及び費用弁償に関する条例の骨子」という参考資料を本日配布しておりま

す。これに沿って説明してまいりますので、この資料とお配りしております

条例、議案第１６号と一緒に並べてご覧いただければと思います。 

まず、制定の趣旨であります。条例では第１条であります。先ほど町長

から提案説明がありましたように、この度、地方公務員法及び地方自治法の

一部を改正する法律の施行がされることに伴い、一般職の非常勤職員である

会計年度任用職員制度が創設されることになっております。申し訳ございま

せん、この資料の「令和元年４月１日」を「令和２年」と改めていただきま

すようお願いします。訂正してお詫び申し上げます。 

そうしたことから、この会計年度任用職員の給与等について、地方公務

員第２４条第５項の規定により条例を制定するとしているものであります。

２番目の条例の内容であります。条例においては第２条に規定をしておりま

す。会計年度任用職員の給与の種類であります。 

資料で①でお示しをしておりますように、フルタイム会計年度任用職

員、これは地方公務員法第２２条の２、第１項第２号に規定されておるもの

でありますが、このフルタイム会計年度職員につきましては給料、通勤手

当、特殊勤務手当、時間外勤務手当、休日勤務手当及び期末手当とするもの

であります。 

そして②にお示しをしておりますパートタイム会計年度任用職員、これ

は先ほどの条例の第１号による任用でありますけれども、このパートタイム

職員につきましては、すべて報酬ということで支給をいたします。ただし、
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中身としましては時間外勤務手当、休日勤務手当、特殊勤務手当に係るもの

を報酬として支給するということになってまいります。また、期末手当も支

給ということになります。この①と②が条例第２条の第１項で規定をしてお

ります。資料では書いておりませんが、第２項につきましては支払方法につ

いてお示しをしているものであります。 

資料（２）フルタイム会計年度任用職員の給料についてでありますが、

条例では第３条に規定しております。資料①に書いておりますが、職員の給

与に関する条例、以下「給与条例」といいますが、これに定める一般職給料

表の１級及び２級を適用するとしているものであります。 

資料②の職務の級でありますが、これは条例では第４条になります。第

４条において職務の級につきましては別表第１に定める等級別基準職務表に

よると、そういうことを規定をしております。 

次に資料③給料の号給であります。これは条例の第５条に規定をしてお

ります。第５条におきまして、これは規則で定める基準に従い、任命権者が

決定するという規定をしております。 

次に、給料の支給でありますが、これは条例の第６条であります。これ

につきましては給与条例、先ほど申し上げました一般職の給与に関する条

例、給与条例でありますが、この第５条及び６条を適用するということで規

定をしております。 

資料の（３）に移ります。フルタイム会計年度任用職員の通勤手当、時

間外手当、休日勤務手当、特殊勤務手当でありますが、これは条例において

それぞれ第７条、第８条、第９条、第１０条において規定をしております。 

そして各種手当につきましては、給与条例を準用しまして常勤職員と同

様とするとしております。以下、資料につきましてはこの常勤職員としてお

りますのは、正式な用語で申し上げますと任期の定めのない常勤職員、いわ

ゆる正規職員を指しますので、以下、同様にご認識いただければと思いま

す。 

資料の（４）であります。フルタイム会計年度任用職員の期末手当であ

ります。これは条例の２ページ目、第１１条に規定をしております。資料

①、これが第１項に対応します。期末手当の算定につきましては、給与条例

を準用して支給率や支給日数等については常勤職員と同様とするということ
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を定めております。 

資料②支給対象であります。これは条例の第２項に対応してまいりま

す。任期の定めが６月以上となったものにつきましては、６月以上のフルタ

イム会計年度任用職員が対象となってまいります。資料の２ページ目をお開

きください。 

（５）フルタイム会計年度任用職員の給与関係でありますが、この

（５）では算定上の細則といったものを示しております。まず資料①端数処

理でありますが、これは条例の第１２条に定めております。これは５０銭未

満切り捨て、５０銭以上１円未満切り上げ、こういったことを規定をしてお

ります。 

資料②これは１時間当たりの給与額でありますが、これは第１３条の規

定であります。これは常勤職員の例によるということで、１時間当たりの給

与額につきましては給料月額を１週間当たりの勤務時間、これを掛ける５

２、これは５２週という意味であります。これから引くことの１日勤務時間

掛ける１８、これは祝日等の総数でありますが、こういった式により求める

としております。 

資料③給与の減額であります。これは条例第１４条にあたります。これ

は有給休暇などの場合を除き、勤務しない１時間につき、１時間当たりの給

与額を減額すると定めているものであります。 

続きまして資料⑥であります。（６）です。パートタイム会計年度任用

職員の報酬を以下、定めております。まずこの報酬表でありますけれども、

これは条例第１５条におきまして、報酬基準月額が別表第２に定めるという

ことで規定をしております。これは条例としましてはあとの方で表が別表第

２というものが出ておりますが、資料において、この見方として第１級につ

いては一般職給料表１級に相当するもの。そして会計２級というものが一般

職給料表２級に相当するもの。そして国の給料表としましては、会計１級が

行政職（１）１級相当。いわゆる行政職（一）という、行（一）と言われる

ものに相当します。会計２級につきましては国の給料表におきましては行政

職２級相当ということに対応しているものであります。そして第２項につい

てはＡＬＴ、外国語指導助手を規定しております。これにつきましては語学

指導を行う外国青年招致事業、いわゆるＪＥＴプログラムというもので定め
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てありますが、この基準に沿ったものとしております。 

続きまして資料②報酬の額であります。これにつきましては条例第１５

条第２項から第４項に定めております。まず、報酬表の額を基準月額として

それぞれの勤務時間により算出すると、そういう規定の仕方をしておりま

す。 

そして③職務の級でありますが。これは第１６条において規定をしてお

ります。これは別表第３において定めているものであります。 

そして④報酬の号給であります。これは第１７条において規定をしてお

ります。規則で定める基準に従い、任命権者が決定するとしております。そ

してこの第１７条の２項におきましては、資料で記載しておりますように、

「ただし、外国語指導助手については、語学指導等を行う外国青年招致事業

（ＪＥＴプログラム）の基準に従い、任命権者が決定する」と、そういう規

定をしております。 

続きまして資料⑤報酬の支給であります。これは条例第１８条です。こ

れは月の１日から末日まで計算期間とし、町長が規則で定める日に支給する

ということを規定をしております。 

続きましてちょっと前後いたしますが、端数処理に関しましては第２２

条において規定をしております。先ほどフルタイムと同じく５０銭未満切り

捨て、５０銭以上１円未満切り上げということです。 

そして⑦１時間当たりの報酬額につきましては第２４条で規定をしてお

ります。月額による報酬の場合はフルタイム会計年度任用職員と同じであり

ます。 

そして⑧報酬の減額につきましては第２５条において定めております。 

続きまして資料の（７）パートタイム会計年度任用職員の時間外勤務、

休日勤務、特殊勤務に係る報酬であります。これはちょっと前後いたしまし

たが、時間外勤務手当が第１９条、そして休日勤務手当が第２０条、特殊勤

務手当が第２１条ということで規定をしております。そしてこれらにつきま

しては支給要件や支給率については、常勤職員と同様というふうに規定して

いるものであります。それでは資料３ページをお開きください。 

（８）パートタイム会計年度任用職員の期末手当であります。これにつ

きましては条例の第２３条に規定をしております。①期末手当の算定につき
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ましては給与条例を準用し、支給率、支給日数については常勤職員と同様と

すると、その旨を規定しております。 

②支給対象でありますが、これにつきましては任期の定めが６カ月以上

のパートタイム会計年度任用職員とするということをしております。そして

第２３条の最初のカッコ書きの方でお示ししておりますが、別表第２第２項

を適応する者及び１週間当たりの勤務時間が著しく少ない者として町長が規

則で定めるものを除くとしておりますが、この期末手当の対象外となるもの

を最初のカッコ書きでお示しをしておりまして、これは資料にあるとおりの

ことを規定をしております。 

次は（９）会計年度任用職員の給与からの控除であります。これは条例

第２６条で規定をしております。２６条におきまして、給与条例第５条の３

の規定を準用ということで、給与から差し引かれることはできることの規定

を準用するものであります。 

そして次に資料（１０）パートタイム会計年度任用職員の費用弁償であ

ります。これは条例第２７条であります。通勤に係る費用弁償であります

が、月額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員につきまし

ては、常勤職員の例により支給ということで、第２項において定めておりま

す。そして時間額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員に

つきましては、通勤距離に応じた額で日額で支給するということで、第３項

の各号で規定をしているものであります。 

そして資料②公務のための旅行に係る費用弁償ということで、第２８条

で規定をしております。これは旅費条例の例により費用弁償を支給するとし

ております。 

それでは次に、附則について説明をいたします。まず、条例の方の附則

第１条をご覧ください。附則第１条に施行期日につきまして、この条例は、

令和２年４月１日から施行するとしております。 

そして資料４ページの２、職員の懲戒の手続及び効果に関する条例、附

則第２条について説明いたしますが、条例のあとに付けております新旧対照

表をご覧ください。まず、職員の懲戒の手続及び効果に関する条例、これは

附則第２条で改正するものであります。今回、会計年度任用職員制度が創設

されるため、関係条例の整備を行うものであります。まず第１条においては
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地方公務員法、これを略称として追加を、カッコ書きで略称を定めるもので

あります。そして第３条においては、会計年度任用職員の減給について定め

ております。これは法第２２条の２、第１項第１号というのがパートタイム

会計年度任用職員を指すものであります。この場合、報酬の額ということ

で、パートタイム会計年度任用職員は支払の名称は報酬となることからこう

いうことで規定をしているものであります。 

続きまして、新旧対照表の職員の旅費に関する条例、新旧対照表をご覧

ください。これは附則第３条で改正を行うものであります。これも会計年度

任用職員の制度創設にあたり整備を行うものであります。まず第１条であり

ますが、会計年度任用職員を支給の対象とするため文言の整理をしておりま

す。そしてここで書いておりますように、現行では、改正前では地方自治法

の定めによるとしておりますが、改正後においては地方公務員法の第２４条

第５項ということで、ここを変えております。 

続きまして、次に新旧対照表、職員の育児休業等に関する条例新旧対照

表をご覧ください。これは附則第４条で改正を行うものであります。改正の

趣旨については省略いたします。内容でありますけれども、第７条第２項関

係に説明します。これは勤勉手当の支給に関する事項でありますけれども、

今回、会計年度任用職員につきましては、勤勉手当の支給はない、あくまで

期末手当のみとなっております。したがいまして、ここでそれらを除くとい

う規定を追加するものであります。 

そして続く第８条であります。ここは育児休業者の復職時の調整という

ことに対する規定でありますけれども、これにつきましても、今回の会計年

度任用職員につきましてはこれの適用外となりますので、カッコ書きでその

旨を規定しているものであります。 

続きまして、職員の勤務時間、休暇等に関する条例新旧対照表をご覧く

ださい。主旨については省略をさせていただきます。この２１条の関係であ

りますけれども、本条に規定する臨時的任用職員の適用除外部分を削り、臨

時的任用職員については本条例の適用対象とするというものであります。ま

ずここで言う臨時的任用職員でありますけれども、これは全員協議会の折に

説明いたしましたが、今回指す臨時的任用職員とは正規の職員に欠員が生じ

た場合に措置する限定的な任用を行う臨時的任用職員であります。今回、法



- 53 - 

改正によりまして、これはすべて常勤職員と同様に扱うということになって

おりますので、別に定めるということの適用除外を削るものであります。そ

ういったことから、これは条例の中身を、規定を全部変えまして２１条の改

正後におきましては地方公務員法２２条の２第１項、これはフルタイム及び

パートタイム、いずれの会計年度任用職員も指しますが、会計年度任用職員

につきましては別に定めるということで規定をしているものであります。 

次に資料は５ページになります。川棚町人事行政の運営等の状況の公表

に関する条例新旧対照表をご覧ください。改正の趣旨は省略します。改正の

内容でありますが、第１条におきましては地方公務員法、これはあとにも出

てまいりますので、「以下「法」という」略称の追加をカッコ書きで行って

おります。そして、第３条におきましては、資料に書いておりますように、

フルタイム会計年度任用職員を公表の対象とするよう規定し、公表を行う事

項について５８条の２と同様とするというものであります。ただしカッコ書

きでですね、ここでは地方公務員法第５８条の２と同じ項目とするものであ

ります。 

すみません、資料の訂正をお願いいたします。資料の２ページ目をお願い

いたします。上の（５）フルタイム会計年度任用職員制度の給与関係、この

中の②であります。給料月額、これを分子として分母の方の「１週間の勤務

時間×５２－（１日の勤務時間×１８）」としておりますが、この分母の部

分をですね、すべてカッコでさらに括っていただくということで、「１週

間」の前に「（」、そして「１８）」の次に「）」をさらに付けていただく

ようにお願いをいたします。 

以上が「川棚町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例」につ

いての説明であります。なお、補足として説明しておりますが、このあとに

ご提案します職員の給与に関する条例、そして職員の分限及び効果に関する

条例も会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定に伴う改正

も生じておりますが、それ以外にも成年後見人関係による改正も生じており

ますので、それら２つに関しましては別の、それぞれの条例の一部改正とい

う措置で対応しております。 

以上、説明を終わります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろし

くお願いいたします。 



- 54 - 

議 長 これから、質疑を行います。田口議員。 

８ 番 田 口 今、最後に説明にあった部分がちょっとわからないなと思っ

ていたんですけども、資料の２ページ目の、今言われた２ページ目の

（５）の②ですけれども、１時間当たりの給与額と書いてある、今言われ

た計算式のことですけども、分母が「１週間の勤務時間×５２週間－（１日

の勤務時間×１８日）」っていうのは祝日の数だとは思いますが、この分母

の方は１年間の時間っていうことになっているんじゃないかと思うので、

分子の方が給料月額っていうのがわからないなと思っているんですけど、

１時間当たりの給与額っていうので、分子が給料月額でよいのでしょうか

と思いまして、質問します。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。田口議員のご指摘のとおりでありまして、これは誤り

があります。大変申し訳ありませんが訂正をお願いしたいと思います。先

ほどご指摘のですね、分子の分、給料月額ということでしておりますが、

これを１年分に直さないとこの計算式が成り立っていませんので、給料月

額に掛ける１２ということで挿入をいただくようにお願いいたします。そ

うして、これを先ほど申し上げました分母、年間の総時間数で割りますと

適正な１時間当たりの給与の額がでると、そういう算出でありますので、

大変申し訳ありません、「給料月額×１２」ということで挿入をお願いいた

します。訂正してお詫び申し上げます。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 
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（発言なし） 

 

議 長 ありませんね。討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１６号「川棚町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１６号「川棚町会

計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例」は、原案のとおり可決さ

れました。 

（１４：１１） 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１４：１１） 

（…休  憩…） 

（１４：２５） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議 長 次に日程第１１、議案第１７号「職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。

町長。 

町 長 議案第１７号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例」について、提案理由をご説明いたします。 

この度、成年被後見人等の権利の制限に関する措置の適正化等を図るた

めの関係法律の整備に関する法律が、令和元年６月１４日に公布され、この

法律の中で地方公務員法の一部が改正されております。内容といたしまして

は、成年被後見人等の人権が尊重され、成年被後見人等が不当に差別されな

いよう、成年被後見人等に係る欠格条項を削除するという改正がなされたも

のであります。このことに伴い、職員の給与に関する条例における地方公務

員法の引用条項並びに用語の削除を行う必要が生じましたので、その改正を

行うものであります。そして、先にご提案いたしました会計年度任用職員の
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給与及び費用弁償に関する条例の制定に伴い、改正を要する条項がありまし

たので、併せて改正を行うものであります。 

以上で提案の理由とさせていただきますが、詳細につきましては総務課

長に説明をさせますので、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしく

お願いいたします。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。それでは職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例案についてご説明します。お配りしております新旧対照表にてご説明をい

たしますので、新旧対照表をご覧ください。 

まず、第１１条の２、第５項の改正であります。改正前におきまして下

線を引いております、「若しくは法第１６条第１号に該当して法第２８条第

４項の規定により失職し」とあります。この法第１６条といいますのが、地

方公務員法第１６条でありまして、第１号と申しますのが成年被後見人また

は被保佐人というものを指す規定をしております。 

すみません、大変申し訳ありません。もう１つお配りしております「成

年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るために関係法律の整

備に関する法律の概要」、これを資料としてお配りしております。これで、

まず成年被後見人の法律の改正について説明をしたいと思います。 

この法律につきましては、下の次の枠囲みで書いておりますように、成

年後見人制度の利用促進に関する法律、これに基づく措置としまして、成年

被後見人及び被保佐人の人権が尊重され、成年被後見人等であることを理由

に不当に差別されないよう、成年被後見人等に係る欠格条項、その他権利の

制限に係る措置の適性を図るための措置を講ずるというものであります。 

内容としましては、改正内容として書いてありますように、成年被後見

人等を資格・職種・業務等から一律に排除する規定を設けている各制度につ

いて、これを適正化するというものであります。そして地方公務員法第１６

条では、欠格条項の規定がありまして、「次の各号のいずれかに該当する者

は、条例で定める場合を除くほか、職員となり、又は競争試験若しくは選考

を受けることはできない。」という規定が設けてありまして、その第１号に

おいて成年被後見人または被保佐人、これに該当する人はそもそも競争試験

と選考を受けることはできないという欠格条項が地方公務員法の中にござい



- 57 - 

ました。これが先ほどの法律によりまして、こうした一律に欠格ということ

で排除することは適当でないということで是正がなされたものであります。

それでは新旧対照表に戻ります。 

申し上げましたように法第１６条、これが地方公務員法でございます。

第１号が成年被後見人及び被保佐人に該当するもの。この条項自体がもうな

くなって削除となっております。したがって、それに伴う法第２８条第４

項、これはそれに基づいて失職するという規定がありますが、これらがすべ

て削除するというものになっております。そしてその下の「当該各項の例に

よる」、これが変わった関係で「それぞれ第２項又は第３項の例」というこ

とで改めております。 

そして第１６条においても同様の改正であります。法第１６条第１号の

条項自体なくなりましたので、この下線部をすべて削除としております。 

そして第１６条第４項「若しくは失職し」とありますが、これもそうし

た失職がもうないことになっておりますので不要となるものであります。裏

をご覧ください。 

そして次の第１６条の２、この第２号につきましても同様の措置であり

ます。そして第１６条の４第１項、これも下線を引いている部分がすべて削

除。これも同様の措置であります。 

そして続きます第２項の第１号「若しくは失職し」ここもすべて必要が

なくなるというものであります。そしてページが途切れておりますが、その

次が会計年度任用職員の給与ということで改正をするものであります。 

現行の改正前の第１６条の６におきましては、こうしたように臨時的任

用職員及び非常勤職員、これらを別に定めるとしておりますが、このものに

つきましてはすべて改正後のように法第２条の２、これは地方公務員法を指

します。地方公務員法第２２条の２第１項に規定する。これは会計年度任用

職員の規定であります。これらは別に条例で定めるということで改めるもの

であります。それでは改正条例の本文に、附則をご覧ください。 

附則でありますが、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１

６条の６、これは会計年度任用職員を改めたものでありますが、これはその

施行に合わせまして令和２年４月１日から施行するということで、ただし書

きで規定をしております。 
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以上、説明を終わります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろし

くお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。田口議員。 

８ 番 田 口 この改正の最後のですね、第１６条の６、会計年度任用職員の

給料及び費用弁償は別に条例で定めるという部分に改正をした部分なんです

けれども、これは本来、先ほど審議をしました会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例という議案第１６号、これの附則に入れるべきものじ

ゃないかと思います。先ほどの条例の附則で説明がありましたように、旅費

条例とか育児休業条例とか、勤務時間、休暇に関する条例、人事行政運営状

況の公表に関する条例というように、４つの改正を附則で行っているわけで

すよね。もう１つ、給与条例ですね。今提案されているこの最後の部分もさ

っきの条例の最後の附則に入れるべきものではないのかなと。もう可決しち

ゃっているし、この１７号にも反対するつもりはないのですけども、筋とし

て、この会計年度任用職員のこの条例の関連条例を改正するのが全体系の全

部だと思えば、先ほどの条例の附則に入れるべきものではなかったのかなと

いうふうに思いますけど、どうですか。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。改正の手法として、先ほど田口議員からご質問があり

ました会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例、これの附則に

入れるべきではないかというご指摘でありますが、方法論としてそういう

手法もあります。ただ、今回整理をしたのがですね、会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例、これに伴うものだけはそこで、附則で対

応して、このように他の法令により改正も交じっているもの、これはそれ

ぞれの条例の一部改正ということでした方がわかりやすいということで、

整理をしたものであります。どちらも方法論として間違いではありません

が、今回ご提案の際は整理としてそういうふうに分けたということでご理

解をいただきたいと思います。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１７号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１７号「職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決されました。 

（１４：３７） 

議 長 次に日程第１２、議案第１８号「川棚町職員の分限及び効果

に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説

明を求めます。町長。 

町 長 議案第１８号「川棚町職員の分限及び効果に関する条例の一

部を改正する条例」について、提案理由をご説明いたします。 

議案第１６号でご提案いたしました会計年度任用職員の給与及び費用弁

償に関する条例の制定に伴い、川棚町職員の分限及び効果に関する条例にお

いて、会計年度任用職員に関して追加すべき条項が生じております。また、

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の

整備に関する法律が令和元年６月１４日に公布され、この法律の中で地方公

務員法の一部が改正され、成年被後見人等に係る欠格条項を削除するという

改正がなされたことから、引用している条項の号の繰り上げを行う必要があ
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りましたので、併せて改正を行うものであります。 

なお、詳細につきましては総務課長に説明をさせますので、ご審議のう

え、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。それでは説明をいたします。こちらも新旧対照表によ

り説明したいと思います。川棚町職員の分限及び効果に関する条例新旧対照

表をご覧ください。 

まず第３条の第４項であります。休職の効果に関する規定、この４項を

追加をしております。休職の効果についての定めでありますが、書いており

ますように法第２２条の２第１項、これは会計年度任用職員を指すものであ

りますけれども、第１項の規定では３年を超えない範囲で休職の効果は適用

するという旨を規定をしておるんでありますが、会計年度任用職員に関しま

してはその任期は一会計年度内に限るということでございます。そうした場

合、３年を超えない範囲という規定と齟齬が生じますので、この中において

規定に基づき、任命権者が定める任期の範囲内ということで、これは任命権

者は一会計年度内で定めてまいりますので、そうした任期の範囲と整合性を

合わせるということで、この第４項を設けるものであります。 

そして第４条の２、失職の例外であります。これは先ほど成年被後見人

等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する

法律、これで概要を説明しましたが、この法とは法第１６条、地方公務員法

を指しまして、この第１号がなくなっております。 

そして改正前の第２号、これにつきましては「禁錮以上の刑に処せられ

た者」という規定であります。こういったものも競争試験の選考を受けるこ

とはできないという欠格条項でありますが、第１号が削除されたことによ

り、この「禁錮以上の刑に処せられた者」というものが１号繰り上がってま

いります。その関係で改正後に記載をしているとおり法第１６条第１号とい

うことで改めるものであります。 

それでは、改正条例の本文をご覧ください。附則でございます。この条

例は令和元年１２月１４日から施行するとしております。これは先ほどの成

年後見人の関係法令のこの施行日、これは１２月１４日という施行になって

おりますので、それに合わせております。そして第３条の規定、会計年度任
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用職員に関するものにつきましては、会計年度任用職員制度の創設の施行日

である令和２年４月１日に合わせて、令和２年４月１日からという施行期日

に合わせているものであります。 

なお、先ほど説明を漏らしていたんですが、欠格条項の施行はですね、

資料にもありますように原則として交付の日からするということで、この整

備に関する法律がなっておりますので、それに合わせたということで、今回

分限及び効果に関する条例につきましては、整備に関する法律の施行日に合

わせたというものであります。 

以上、説明を終わります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。よろしいですか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１８号「川棚町職員の分限及び効果に関する条例の一部

を改正する条例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１８号「川棚町職
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員の分限及び効果に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可

決されました。 

（１４：４４） 

議 長 次に日程第１３、議案第１９号「川棚町消防団員の定員、任

免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 議案第１９号「川棚町消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部を改正する条例」について、提案理由をご説明いたしま

す。 

この度、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るため

の関係法律の整備に関する法律が、令和元年６月１４日に公布され、成年

被後見人等の人権が尊重され、成年被後見人等が不当に差別されないよ

う、国の法令において成年被後見人等に係る欠格条項その他権利の制限に

係る措置の見直しが行われたことを踏まえ、本町の消防団員の欠格条項か

ら成年被後見人または被保佐人を削除することにより、国の法令に準じた

適正な措置を講ずるものであります。また、この条例の用語において改め

るべき箇所がありましたので、併せて適正な用語に改正をするものであり

ます。 

なお、詳細につきましては総務課長に説明をさせますので、ご審議のう

え、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 それでは改正条例の中身について説明いたします。これも条

例の新旧対照表にて説明をいたしますので、対照表をご覧ください。 

まず、欠格条項であります。本条例の中の第４条の改正前に下線を引い

ておりますが、第１号に「成年被後見人又は被保佐人」、これらは団員と

なることはできないと、そういう旨の規定がありまして、今回整備に関す

る法律に合わせましてこの第１号を削除するものであります。そのことに

より、改正前の２号から４号までが１号ずつ繰り上がるというものであり

ます。なお、改正前の第３号、改正前の３号において「第６条の規定によ

り免職の処分を受け」とあります。この免職という言葉、用語につきまし

て、改正後の２号で書いておりますように、懲戒免職という用語が適当で
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あるということで改正を行なっております。 

次に第５条であります。第５条第１項におきまして、「その他団員を当

該処分するときは」とあります。この「その他団員を」という用語がむし

ろ紛らわしいという表現になっておりまして、この「その他団員」がない

ことの方がすんなり条文として読みやすいということで、これは他市町村

のこの消防団の服務等に関する条例、これも参照しまして、この「その他

団員」という用語を削除を行うものであります。 

次に第５条第２項の第１号であります。改正前においては「前条第３号

を除く」ということでしておりましたが、第４条の１号が削除となり、以

下の項が繰り上がった関係で改正前の「第３号」を改正後は「第２号」と

いうことで繰り上げて改めるものであります。 

そして第６条であります。これも先ほど説明しました「団長がその他団

員を当該処分するときは」という用語の中で、その他団員をという言葉が

不要でありますので、第５条第１項と同様に削除するものであります。 

それでは、改正条例の本文をご覧ください。改正条例をご覧ください。

この中の附則であります。これは先ほど申し上げました欠格条項でありま

すので、基本的に公布の日からということで、この条例は改正の日から施

行するということに。ほかの用語につきましても、本来改めるべきものを

今回改めるということで交付の日から施行するということで一律にしてお

ります。 

以上、説明を終わります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 よろしいですか。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１９号「川棚町消防団員の定員、任免、給与、服務等に

関する条例の一部を改正する条例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号「川棚町消

防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例」

は、原案のとおり可決されました。 

（１４：５１） 

議 長 次に日程第１４、議案第２０号「川棚町水道事業給水条例の

一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。

町長。 

町 長 議案第２０号「川棚町水道事業給水条例の一部を改正する条

例」について、提案理由をご説明いたします。 

今回の改正につきましては、水道法の一部を改正する法律が平成３０年

１２月１２日に公布され、令和元年１０月１日より施行されますが、今回

の改正により新設される指定給水装置工事事業者の指定の更新制が導入さ

れたことなどにより、本条例を改正しようとするものであります。 

詳細につきましては水道課長から説明いたしますので、ご審議のうえ、

ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 それでは、改正内容を説明いたします。今回の一部改正につ

きましては、水道法の一部改正に伴い、指定給水装置工事事業者の指定の更

新制が導入されることによるもの、また、水道法施行令において第４条が新
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規追加されたため、それ以降の条ずれの整理を行ったことによる給水条例の

一部を改正するものであります。まず、本日お配りしておりますＡ４の横書

きですね、参考資料の水道法の一部を改正する法律の概要をご覧ください。 

人口減少に伴う水事業の減少、水道施設の老朽化、深刻化する人材不足

等の水道の直面する課題に対応し、水道基盤の強化を図るため、水道法の

一部が改正されました。改正の概要として５項目掲げられておりますが、

５において指定給水装置工事事業者制度の改善として、工事を適正に行う

ための資質の保持や実態との乖離の防止を図るため、指定給水装置工事事

業者の指定に更新制を導入することとなりました。そこで給水条例中の手

数料の規定に、指定の更新に係る手数料を新たに加えるものであります。

議案書を見ていただきまして、１枚めくっていただき、新旧対照表をご覧

ください。 

第３３条第１項に次のページのとおり第６号として「給水装置工事事業

者指定（更新手数料）１件につき５，０００円」を加えるものでありま

す。次に水道法施行令において第４条が新規追加とされたため、それ以降

の条ずれの整理を行っております。１枚戻っていただき、第９条第４項中

の「水道法施行令（昭和３２年政令第３３６号。以下「政令」という。）

第５条」を「５条」のところを「第６条」に、同条第５項中の「政令第４

条」を「政令第６条」に、また、１枚めくっていただき、第３９条第１項

中の「政令第５条」を「政令第６条」に改めております。議案書表紙に

戻っていただきます。 

附則についてですが、施行期日を令和元年１０月１日といたしておりま

す。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定くださいますようよ

ろしくお願いします。 

議 長 これから、質疑を行います。よろしいですか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 
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「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第２０号「川棚町水道事業給水条例の一部を改正する条

例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第２０号「川棚町水

道事業給水条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決されました。 

（１４：５７） 

議 長 次に日程第１５、議案第２１号「災害弔慰金の支給等に関す

る条例の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求

めます。町長。 

町 長 議案第２１号「災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改

正する条例」について、提案理由をご説明いたします。 

本条例改正案は、先に開催されました第１９８回国会において、災害弔

慰金の支給等に関する法律の一部を改正する法律が本年６月７日に公布さ

れ、８月１日から施行されたことに伴い、災害弔慰金の支給等に関する条

例の一部を改正する必要が生じましたのでご提案申し上げる次第でありま

す。 

改正の詳細につきましては住民福祉課長に説明させますので、ご審議の

うえ、ご決定くださるようよろしくお願いいたします。 

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。それでは本条例改正案についてご説明いたします。先
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ほど町長が提案理由で説明しましたように、災害弔慰金の支給等に関する法

律の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、本町の災害弔慰金の支給

等に関する条例の一部を改正するものであります。この法律改正の主な概要

としましては、被災し、貸付を受けたものの立場に考慮し、災害援助資金に

係る償還金の支払猶予、償還免除の対象範囲の拡大等を定めたものでありま

す。条例の改正概要についてご説明いたします。新旧対照表をご覧くださ

い。 

条例の第５条、第７条の改正につきましては、法律等の条文に合わせ、

今回文言を改めるものであります。第１５条につきましては、この法律改正

において新設された条項による条ずれ等に対応させるため、第１５条第３項

をここに記載のとおり改めるものであります。法の第１３条は支払猶予、第

１４条は償還免除について、それから第１６条は報告等、それから施行令の

第８条は一時償還、それから施行令の第９条は違約金、それから第１２条は

償還期間について法令等で定められているものであります。改正本文をお開

きください。 

附則でございます。この条例は公布の日から施行するとしております。 

以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。ありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第２１号「災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正

する条例」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第２１号「災害弔慰

金の支給等に関する条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決され

ました。 

（１５：０２） 

議 長 次に日程第１６、議案第２２号「財産の取得（小型動力ポン

プ付積載車購入の件）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 議案第２２号「財産の取得（小型動力ポンプ付積載車購入の

件）」について、提案の理由を申し上げます。 

今回取得しようとする小型動力ポンプ付積載車、川棚町消防団第３分団

中山支隊に配備をするものであります。現在の中山支隊の小型動力ポンプ

付積載車は、平成１１年１２月に配備したもので、取得から２０年を経過

しようとするものであり、分団員の定期点検などにより、長年にわたって

使用していただきましたが、老朽化によりポンプなどの故障が発生してお

り、更新が必要であると判断したところであります。そこで今回新たな小

型動力ポンプ付積載車の取得について議会の議決を求めるものでございま

す。 

なお、平成２９年３月の道路交通法の改正により、改正道路交通法の施

行後において、新たに取得した自動車普通運転免許では車両総重量３．５

トン未満の車輌しか運転できないことから、今まで導入してきた仕様の小

型動力ポンプ付積載車では将来的に運転することができない団員が生じて

まいりますので、３．５トン未満の車両とすることが適当であると判断

し、そのようなしようとしているところであります。 

契約の目的は、小型動力ポンプ付積載車購入であります。契約の方法
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は、随意契約でございます。契約金額は７９８万５，７６０円で、契約の

相手方は佐世保市卸元町３０番１５号の株式会社ヤナセ防災、代表取締役

梁瀬正輝で、８月２８日に仮契約を締結をいたしております。 

詳細につきましては総務課長が説明いたしますので、ご審議のうえ、ご

決定くださるようよろしくお願いいたします。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 それでは、詳細について説明いたします。議案書の２枚目を

お開きください。 

小型動力ポンプ付積載車の仕様であります。納入先は川棚町消防団第３

分団中山支隊であります。 

２納入期限、令和２年２月２８日としております。これは正式発注して

から車両を調達し、艤装やさまざまな装備品を装着するための工期として、

通常５カ月程度を要するということから設定した期限であります。 

３車両総重量、３．５トン未満。町長が提案の際に申し上げましたよう

に、道路交通法改正により２９年３月１２日以降取得した普通運転免許で運

転できる車両は、それまでの５トン未満から３．５トン未満になっておりま

す。そのようなことから、今回購入する車両の仕様についても３．５トン未

満としているものでございます。 

続きまして４仕様シャシであります。これからは主な項目についてのみ

ご説明いたします。（１）エンジン等は２，０００ｃｃクラス、ガソリン車

でございます。（２）駆動方式は２ＷＤ、いわゆる二輪駆動であります。

（４）乗車人員６名であります。（７）タイヤはスタッドレスタイヤとして

おります。（９）その他としてルームミラー型バックアイモニター取り付け

としております。 

５番、小型動力ポンプについて説明いたします。（１）規格をＢ－２級

としております。これはポンプの性能を示しておる型番でありまして、Ｂ－

２級のポンプ性能とは１分間に１トン以上の放水をできるポンプというもの

の規格であります。これは現在の小型動力ポンプと同性能であります。 

６艤装及び７取付品及び付属品につきましては記載のとおりであります

ので、説明は省略とさせていただきます。 

以上、説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよ
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ろしくお願いいたします。 

議 長 これから、質疑を行います。よろしいですか。炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 よろしいですか。この小型ポンプについて一言お尋ねをした

いんですけども、これは車外に出せる可搬タイプになっているか、小型ポ

ンプでも常に車に積載のみっていうふうなタイプでしょうか。両タイプと

は思うんですけども、ちょっとそこら辺の表示がありませんのでお聞きし

たいと思います。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 炭谷議員のご質問にお答えいたします。この小型動力ポンプ

でございますが、これは可搬タイプのものであります。通常はこの積載車に

搭載をしておりまして、取り外しの、装置を操作することによって取り外し

て持ち運びができるというものであります。これにつきましては、例えば水

利的にですね、河川の下まで置かなければならないとか、そういうことにも

対応できるというものであります。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第２２号「財産の取得（小型動力ポンプ付積載車購入の

件）」の採決を行います。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 
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「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第２２号「財産の取

得（小型動力ポンプ付積載車購入の件）」は、原案のとおり可決されまし

た。 

（１５：１０） 

議 長 次に日程第１７、陳情第４号「「消費税率１０％への引き上

げ中止を求める意見書」を政府に対し提出を求める陳情」を議題といたしま

す。 

お諮りします。陳情第４号「「消費税率１０％への引き上げ中止を求める

意見書」を政府に対し提出を求める陳情」については、会議規則第９２条第

２項の規定によって委員会の付託を省略したいと思います。これに異議あり

ませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって陳情第４号「「消費税率１

０％への引き上げ中止を求める意見書」を政府に対し提出を求める陳情」に

ついては委員会の付託を省略することに決定をいたしました。 

これから、討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。堀田

議員。 

１ ０ 番 堀 田 はい。１０番、堀田です。消費税率１０％への引き上げ中止

を求める意見書に反対をいたします。今後、少子高齢化により現役世代が急

なスピートで減っていく一方で、高齢者は増えていき、社会保険料など現役

世代の負担が年々高まりつつある中で、社会保障財源のために所得税や法人

税の引き上げを行えば、一層現役世代に負担が集中することとなります。飲

食品などは軽減税率が行われ、８％の据置や低所得者の０歳から２歳の保育

無償化及び全世帯の３歳から５歳の幼児教育・保育の無償化が実施されま

す。特定のものに負担が集中せず、高齢者を含めて国民全体で広く負担する

消費税が、高齢化社会における社会保障の財源に必要と思います。よって、
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消費税率１０％への引き上げ中止を求める意見書提出には反対をいたしま

す。 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 私の意見を申し上げたいと思います。常々消費税が上がって

きたわけですけども、私の個人の考えでは１０％というのは今の経済状況の

中では良いとは思いません。もしこの意見が通る、通らないは別としてで

も、私の個人の意見としては今引き上げるべきじゃないというふうな意見を

持っております。以上です。 

議 長 次に、反対討論はありませんか。田口議員。 

８ 番 田 口 昨年ぐらいに同様の請願か陳情があってですね、本議会とし

ては否決をしたという経過がありますし、その後、事情は変更がないと思

いますので、この陳情については否決をすべきだと思って反対討論にしま

す。 

議 長 次に、賛成討論はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。討論なしと認め、これで討論を終わりま

す。 

これから、陳情第４号「「消費税率１０％への引き上げ中止を求める意見

書」を政府に対し提出を求める陳情」を採決いたします。この採決は起立に

よって行います。 

陳情第４号「「消費税率１０％への引き上げ中止を求める意見書」を政府

に対し提出を求める陳情」を採択することに賛成の方は起立願います。 

 

（賛成者起立） 

 

議 長 起立少数です。したがって、陳情第４号「「消費税率１０％

への引き上げ中止を求める意見書」を政府に対し提出を求める陳情」は、不

採択とすることに決定をいたしました。 

（１５：１５） 
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議 長 次に日程第１８「議員派遣の件」を議題といたします。 

  お諮りいたします。本件は、川棚町議会会議規則第１２７条の規定によっ

て、お手元に配布しました別紙のとおり議員派遣をしたいと思いますが、

異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、「議員派遣の件」はお手

元に配布しました別紙のとおり派遣することに決定をいたしました。 

（１５：１５） 

議 長 なお、ただいま議決いたしました「議員派遣の件」で、後

日、その内容に変更があった場合は、議長に一任願いたいと思いますが異

議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、後日、その内容に変更が

あった場合は、議長に一任することに決定をいたしました。 

（１５：１６） 

議    長 以上をもちまして、本日の日程は全部終了をいたしました。 

本日はこれにて散会といたします。ご起立をお願いをいたします。どうも

お疲れ様でした。 

（１５：１６） 
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  地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。 

 

 

      川 棚 町 議 会 議 長      村 井 達 己    

 

      会 議 録 署 名 議 員      堀 池   浩    

 

      会 議 録 署 名 議 員      山 口   隆    

 


